
第７回 大 山 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第３日）

令和５年９月14日（木曜日）

議事日程

令和５年９月14日 午前９時30分開議

１．開議宣告

日程第１ 一般質問

通 告 議 席
氏 名 質 問 事 項

順 番 号

１ 11 杉谷 洋一 １．職員のやりがい向上の人材育成は

２ ６ 池田 幸恵 １．安心安全な道路管理を

３ 13 吉原 美智恵 １．大山町の学校教育の現状と課題は

１．教育３本柱の成果を問う
４ ２ 西本 憲人

２．宿題は本当に必要なのか

１．公共施設の防犯対策は
５ ７ 門脇 輝明

２．燃油高騰対策の拡充を

６ ３ 豊 哲也 １．移住施策について

１．『アウトドアライフ構想』は、役場職員と町民

７ １ 小谷 英介 にとって、具体的かつ魅力的なプランとなって

いるのか。

８ ８ 大原 広巳 １．Ａコープ名和閉店の影響について

１．「平和資料室」で戦争体験の継承を

２．公共施設に町民が使えるコピー機の設置を
９ 10 大森 正治

３．子どもが多いほど高くなる国保税、救済の手を

４．広域ごみ処理施設は再検討が必要では

10 ４ 島田 一恵 １．Ａコープ閉店に伴う買い物難民支援策について

１．本町の人口動向をどう捉えているか
11 14 岡田 聰

２．健康長寿・生涯現役のまちを目指して
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１．女性リーダー養成について
12 12 近藤 大介

２．重層的支援体制整備事業について
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出席議員（15名）
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８番 大 原 広 巳 ９番 大 杖 正 彦

10番 大 森 正 治 11番 杉 谷 洋 一
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14番 岡 田 聰 15番 野 口 俊 明

16番 米 本 隆 記

－７２－



欠席議員（なし）

欠 員（１名）

事務局出席職員職氏名

局長 野 間 光 書記 三 谷 輝 義

説明のため出席した者の職氏名

町長 竹 口 大 紀 教育長 鷲 見 寛 幸

副町長 吉 尾 啓 介 教育次長 赤 路 卓 也

総務課長 金 田 茂 之 幼児・学校教育課長 源 光 靖

財務課長 井 上 龍 観光課長 西 尾 秀 道

福祉介護課長 池 山 大 司 建設課長 小 倉 祥 司

健康対策課長 田 中 真 弓 総合戦略課長 山  栄 一

午前９時３０分開議

○議長（米本 隆記君） 皆さん、おはようございます。

本日と明日の一般質問、よろしくお願いいたします。

ただいまの出席議員は１５人です。定足数に達しておりますので、これから本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、配付のとおりであります。

・ ・

日程第１ 一般質問

○議長（米本 隆記君） 日程第１、一般質問を行います。

一般質問は、通告された議員が１２人ありましたので、本日と明日の２日間行います。

なお、本日の一般質問は、通告順７番、小谷英介議員の一般質問までを予定しており

ます。

それでは、通告順に発言を許します。

１１番、杉谷洋一議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 皆さん、おはようございます。１１番の杉谷洋一です。

今日は１問、町長に質問したいと思いますので、教育長さん、次回１２月は教育委員

会もやりますので、よろしく、事前通告しておきます。お願いします。ということで、

よろしくお願いします。

じゃあ早速、今日の職員のやりがい向上の人材育成はということで、町長にお尋ねい

たします。

公務員は仕事を合理化するよりも変化を嫌う体質があり、改善しようとしても同僚の
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応援がなく、失敗したときは上司からもにらまれたくないなどで、今までの慣習を大切

にする風潮があると言われております。仕事に対しては、時間は金なりという民間のよ

うに無駄をなくし、効率的な住民サービスが求められております。

また、公務員の仕事に対してモチベーションが上がりにくい原因には、仕事での成果

が給料や、あるいは昇進などに反映されてなく、改善する労力とその結果が見合わない

ので、従来のやり方で仕事をしつつ、組織の中で摩擦をなくすほうが合理的と思われて

いるとも言われております。さらに、住民から理不尽な要望やクレームが多いことも公

務員のモチベーション低下の原因と私は考えます。また、上司の一部には、ここまでも

う上り詰めたのだから、このまま定年を迎えればよいとの考えもあろうかと思います。

そのような中で、管理者は業務の実態把握の見直し、適正な業務分担などの業務マネ

ジメントが求められ、職員に対し、話をしっかり聞く姿勢、職場内の心理的安全性の確

保、意見が言える信頼関係など、良質なコミュニケーションが求められております。

人事評価に重要なことは、評価を通し職員の一人一人に改善を気づかせ、やりがいの

実感を与えることであり、町への貢献度の実感や自らの成長の実感、強みの発揮が的確

に反映されていることが求められております。

期待されている役割や遂行すべき仕事の内容を明らかにして、自らが進んで我が町を

よくしたいという気概を持つ元気な職員の育成が私は重要であろうかと思います。それ

には、能力評価、業績評価の目標設定や評価基準は公平性、公正性が確保されなければ

ならなく、人事異動や昇任などを含めた総合的な人事システムを確立し、それぞれの能

力や実績などを的確かつ公平に評価、把握した上で、一層の適材適所への人事配置や給

与面での処遇の改善を図る必要があろうかと思います。それに伴い、評価を通して自己

の強み、または弱みを的確に把握することにより、自発的な能力開発や自己開発を促す

ことにもつながる組織を推進していくことが重要であり、それぞれの課題や目的を明確

にして、職員自身が主体的に業務に取り組み、管理職は状況を把握しながら適切なアド

バイスを行うなど、業務遂行を通じて効果的な能力開発を行う。仕事を担当者一人にお

まえ一人でやっとけと任せるのではなく、組織全体で人材育成を行うことで、個々の能

力や実績などを的確かつ公平に評価、把握した上で、一層の適材適所の配置、昇任、給

与、処遇などを行うことで人材育成に結びつくことが重要であると考えます。

そのためには、納得できる人事評価を公正に行い、誰がよいか、誰が悪いかではなく、

個々の職員のどこが優れていて、どこが不十分なのかを厳しく見詰めて育成していくこ

とが大切であろうと思います。それには、先入観や偏見を持たず、評判やうわさ、推測

での判断をしてはならない。評価は絶対評価で私は判断すべきであろうかと思います。

人事配置、昇任、給与、処遇など人事施策を人材育成に結びつけていくためには重要な

役割を果たすと考える。職員の能力や意欲を高めて組織の活性化を図るためには、人事

評価の公平性、客観性、納得性を確保し、給与や処遇に連動させる運用は慎重に取り組

み、ひいては職員のモチベーションを上げ、将来を見据えた大山町をつくる思いで進め
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てほしい。そして、特に努力した結果に応える業績重視の人事評価結果は、給与と処遇

の形で現実化し、職員の納得と士気向上のために極めて重要で、昇任の在り方について

は、年功序列ではなく、業績などにより公正な多面的な評価をもって行うべきであると

考えます。

職員は、仕事に対するレベルアップや知識、能力の向上などを図るべきで、全体の奉

仕者としての責任や公正性、業務に必要な知識や能力、コミュニケーション、業務遂行

力など、統一基準となる評価項目をあらかじめ個人が目標を設定し、目標を達成したな

らば、それに見合う評価が行われるべきだと考えます。評価項目や設定される目標など

がどの程度達成できたのか、業務遂行に当たっての取組状況などの事項を公平に評価す

べきと考えます。自己の努力が正当な評価を受けることでやる気ができ、特に努力した

結果に応える業績重視の人事の評価結果が給与という形で現実化することで、職員の納

得と士気の向上を高め、極めて重要と考えます。

そこで、町長に何点かお尋ねいたします。

まず、①仕事にやりがいを感じている職員の職場とは、社会貢献や自己の成長実感、

さらには長所である自己の強みと言われ、これによる自己能力開発の両立でやりがいの

向上につながると言われているが、現状はどうでしょうか、町長にお答えいただきたい

と思います。

次に、②人事評価は職員を育てるための人事制度になっているか。また、能力評価、

業績評価の職員個々の目標設定や評価基準はどのように決定し、公平性、公正性を確保

し、効果を期待しているか。さらに、職員の希望を配慮し、適性を加味した適材適所へ

の人事配置は行われているのかお尋ねいたします。

③職員を育てる研修制度は、職場内の研修や職場外研修などが充実しているか。また、

職員個々が先進地域に出かけて刺激を受けることで、職員個々の成長や職場の活性化、

さらには町の成長をもたらし、住民サービスに反映されると思いますが、この辺は町長

はどのように考え、どのように業務を遂行しておられるのかお尋ねいたします。

④職員のアイデア提言制度は住民の生活向上や職場内の仕事の効率化につながるが、

その成果はどのように、また、こういう制度をやっておられるのかお尋ねいたします。

⑤職員の中途採用は行われているか。また、様々な分野で長年培われた経験が住民サ

ービス向上や他の職員に刺激を与えるので、生まれ育ったふるさとへ貢献したいと考え

ている人のＵターン促進にもつながるかと思いますが、この辺りは、この中途採用とい

うのはどのように大山町では行われているのかお尋ねします。

以上、町長にお尋ねいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 皆さん、おはようございます。本日と明日の一般質問、どうぞ

よろしくお願いいたします。

－７５－



それでは、トップバッターの杉谷議員の一般質問にお答えをしたいと思います。

職員のやりがい向上の人材育成はというお尋ねで、５点質問をいただいております。

まず、１点目の仕事にやりがいを感じている職場の現況についてのお尋ねですけれど

も、役場の仕事といいますのは、これはもう皆さん御承知のとおりだと思いますが、住

民に接することが非常に多くて、地域貢献を実感できる職場であるというふうに考えて

いるところでございます。また、業務が多岐に及んでおりますので、日々の研さんは必

須でありますし、専門分野の理解、習得をすることで、自己の能力開発にもつながって、

やりがいを感じることができるのではないかというふうに考えております。

２点目の人事評価についてのお尋ねですけれども、人事評価の主な目的といたしまし

ては、人材の計画的な育成、組織の活性化、継続的な組織業務の達成、職務遂行能力の

自立的な向上や意識改革による組織の改革などが上げられます。全体の流れとしまして

は、まず、４月末までに職員は具体的な目標を記載した目標成果シートを作成いたしま

す。評価としましては、実績評価、能力評価、執務実態評価として、職位に応じて評価

項目、評価基準を定めております。公平性、公正性を確保するために、課長職、新任補

佐級及び新規採用職員の研修を実施しているところであります。そして、１０月には職

員に異動や昇任希望、自己研さんしたい事項などの自己申告書を作成してもらっており

まして、職員の人事異動の参考としているところでございます。

３点目の職場研修や職場外研修は充実しているか、研修が住民サービスに反映されて

いるかというお尋ねですけれども、研修に関しましては、町独自の研修、それから、そ

のほか県の人材開発センター、また、市町村職員共済組合、市町村職員中央研修所及び

全国市町村国際文化研修所などがありまして、充実しているところでございます。

先進地視察に関しましては、所属が限定されて、全職員が行けるような環境にはござ

いません。また、見聞を広めることは非常に有意義であると考えておりまして、本町に

それをどのように還元をしていくかというところが重要であるというふうに考えており

ます。

４点目の職員のアイデア提案制度に関してのお尋ねですけれども、職員提案に関して

は、随時行うことができる仕組みになっておりますが、特に昨年度は政策コンテストを

実施いたしまして、職員から１５件の提案があって、８件を優秀な政策として表彰をい

たしました。その８件の政策につきましては、今年度実現に向けて調整を進めていると

ころでございます。

５点目の職員の中途採用に関してのお尋ねですけれども、職員の中途採用というもの

は実施をしておりませんけれども、今年度、専門職試験で社会人経験枠、これは３５歳

から４５歳の枠ですけれども、を設定いたしまして試験をしておりますし、中途採用試

験というものに関しては、県の町村会の統一試験では現在実施できないというような状

況ですので、今後、町単独の採用試験の際に枠を設けるかどうかなどを含めて検討いた

しまして、中途採用者という杉谷議員が指摘をされているような方たちも参加できるよ

－７６－



うな、例えば受験年齢の引上げなども検討をしているところでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 私が今回このような質問というのは、どっちかといえば

私の演説になったかと思いますけど、これをやったというのは、やはり今後、今は国か

らの交付税もそれなりにあるわけなんですけども、将来的には日本国もいつまでも金を

ばらまいとったでは日本国そのものがおかしくなっちゃうから、だんだん少なくなって

くると思うんですよ。そうした場合、最後に残るのはやっぱり職員のやる気、これが全

てだと思うんです。このよしあしですね、大山町の職員さんは今でも優秀な人がたくさ

んおられるけど、ますますそれが町の行政に盛り込まれて、あるいはそれをすることで

地域を盛り上げ、活性化することで、住民が本当に楽しく暮らせる、大山町というのは

いいところだなというふうに思うと思うんですけど、町長はこの辺はどういうふうに考

えておられるかお尋ねいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

やはりこれは杉谷議員が言われるみたいに、職員の能力の総和が役場の仕事の質であ

ったり量であったりにつながっていくものというふうに考えておりますので、職員一人

一人の能力を高めていく、また、優秀な人材を採用していく、そういうことは役場にと

っても重要なことですし、町全体にとって、町民にとっても重要なことだというふうに

考えております。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 特に新しい人も、たくさん大山町は優秀な人が入ってこ

られます。いつとはなしにおられなくなると、あの人どうされた、役場辞められたとか

いうのもよく聞く話でね、あるいは病気になったとか、その辺りは町長をはじめ管理職

の皆さんがその辺を十分把握しながら仕事を与えたり、また、やる気を起こさせる、誰

々君、あんたすごいね、そういうことをやれば大山よくなるよとか、時にはおだてるこ

ともやりながらやっていくのが必要かと思いますけど、町長はその辺りは、課長職とか、

そういうとこにどのような日頃から配慮をしておられるのかお尋ねいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず、前段に触れられました職員の離職についてですけれども、以前は民間に比べれ

ば公務員というのは非常に離職率が低かったわけです。少し前から新規採用の社員、若
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手社員が民間の会社で３年以内に辞めていくのは何でだとか、３年以内に辞めていく人

が多いとかいうような課題提起がされて、それ以降、自治体でも、大山町もそうかもし

れませんし、ほかの全国的な傾向として、公務員も若手の離職率が高くなっているんじ

ゃないかなというふうに思っております。

そういったところで、優秀な人材が流出するのを防ぐためには、やはり働きやすい職

場づくり等が必要であると思っておりまして、それは空間、環境の問題もあれば、やっ

ぱり人間関係の問題もあると思っています。最初の前段の質問の中で触れられておりま

したけれども、仕事が個人で完結するものではありませんので、上司、同僚、部下、様

々な人と協力をして、組織として仕事を進めていくというのは非常に大事なことですし、

何か問題があっても一人で抱え込まずに組織として対応していくというのは、本人にと

っても働きやすい環境づくりになるというふうに思っておりますので、そういったこと

ができるように、常日頃から職員に対して働きやすい環境づくりができるように、様々

な取組をしているところでございます。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） いろいろ配慮しながら職員を育てるというのはよく聞き

ます。ぜひそういう方向で、職員さん、本当にやる気を持ってもらえば、もともといい

人材なんですから、それをさらに磨きをかけることによって、住民に対するサービスを

含めて、大山町のいろんな提言をしてもらったりということもあると思いますので、今

後、その方向に進んでいっていただきたいと思います。

それから、それぞれの個人の能力とか、いろいろなことで配置転換を行っているとい

うお話ではありましたけど、前聞いとったら、大体３年間ぐらいは同じ部署におっても

らって勉強してもらって、３年後を配置転換のあれを考えておるというようなことを聞

いたことがあるんですけど、今現在は大山町はどのようにこの辺の、長年、昔、長い人

は２０年から同じ場所におるとか、あるいは少ない人は１年で終わるとかあるわけなん

ですけど、その辺りも含めて、町長はその辺の職員の内部異動というのは考えておられ

るか、もう１回お尋ねいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

明確な基準というものはありませんが、基本的な考え方としましては、特に若い世代

の職員に関しては、様々な経験が若いうちに積めるように、なるべく異動によって経験

する領域が広くなるように異動を考えているところでありますし、また、課長、課長補

佐、管理職のような立場になってきますと、今まで経験してきた仕事、あるいは培って

きた能力を生かして後輩の職員を指導する立場にあるわけですから、それなりの専門性

を持ってやっていただけるような異動を考えているところであります。ただ、人数もポ
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ストもいろいろ限られている中で、必ずしも１００％それがうまくがちっと組み合わさ

って回っているかといえば、そうじゃない部分ももしかしたらあるかもしれませんが、

基本的には先ほど述べたような考えで人事異動等は考えているというところでございま

す。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） そういうことを考えながら、町長以下、課長の皆さんも

職員を育てていくということは、ぜひぜひ頑張ってしていただきたいなというふうに思

います。

それから、研修制度のことなんですけど、研修制度を市町村職員共済組合とか、ある

いは中央研修所へ行って研修などをやっておりますということがありました。私はそれ

はそれで大事だと思うんです。私は、その研修というのはね、他町村でいろんなことを

やってるところはたくさんあります、日本全国。そういうところに職員を派遣して、職

員に肌で、それはネットなんかで書いてあるのを読むではなくして、そこでいろんなこ

とを肌で触れて、それを大山町の行政に持ち帰ってもらえば、それがひいては町民の福

祉向上にもなろうかと思います。特に、私、以前に北海道の東川町、これは写真甲子園

とかいう、有名なわけで、そこの町長さんはすごい立派な町長さんで、おっしゃったこ

とには、若い職員をどんどんどんどん研修に、そういうところに勉強に行かせて、いろ

んなことを吸収して、勉強した成果を、それはそれでまたうちへ持ち帰って、それを住

民のためにやっとるというようなお話を聞いて、そういう中で、例えばこれは一つの例

なんだけど、結婚の届けがあって、２枚を挟んで男と女の写真でぱたっというような、

この案もこの前大阪に行かせた職員が持ち帰ってくれたので、早速私の村でもこれを採

用した。そればかりでなしに、いろんなことを、これはどこどこから持ち帰ったもんだ、

あるいはこれは職員が持ち帰ったもんだというようなことを言っておられたんですけど、

大山町も私はもっとその辺で職員をどんどんどんどん、町長は日本全国いろいろ駆け回

っておられますが、町長は町長でいろいろ勉強されて、いろんなことを持ち帰って、ま

た町民に反映させておられるかと思いますけど、その辺りは町長は含めてどういうふう

に考えておられるのかお尋ねいたします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

杉谷議員が言われるとおりだと思っております。職員がいろんな町の事例を参考にし

て、政策立案につなげていくというのは非常に大事だというふうに思っております。そ

の際に特に大事だと思うのは、最初の答弁でも述べましたとおり、例えばどこかを見に

行った、視察に行った、見てきたら、いい政策やっとったなとか、まちづくりしとんな

ったなみたいなことでは駄目だと思っていまして、行ったからにはそれを実現する、あ
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るいは何か課題があって実現するためにそれを視察に行く、勉強に行くというのは必要

なことであろうというふうに思っております。ただ目的なく何となくいろんなところを

見に行くというのは、あまり大山町としてはプラスにならないのではないかなというふ

うに考えておりますので、まず課題とか目的意識を持って、それを先行事例としていろ

いろやられているところがあればぜひ、私も見に行きたいなというふうに思っておりま

すし、職員もどんどんそういうところの視察、研究、勉強に出向いていってほしいとい

うふうに考えております。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 確かに町長のおっしゃるとおりで、私もそう思います。

ただ行きて、面白かった、楽しかった、国会議員の有名なエッフェル塔みたいなのが出

て、意味ないわけであって、やっぱりそれは持ち帰ったなら課長あるいは町長まで上げ

て、こういうことはすごいことで、レポートか何か、そういう報告書みたいなことで、

しっかり検討していただいて、職員が持ち帰ったことはできるだけ町の行政の中に反映

させていただければなというふうに思うんですけど、町長はどうですか、この辺は。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

職員が持ち帰ってきたものというのは、最大限生かしていきたいというふうに思って

おりますし、その一つ前の質問で杉谷議員言われたみたいに、ネットでも情報たくさん

出てきますが、現地に足を運ぶことのいいことっていうのは、ネットでは確認できない

情報が確認できるというところもありますし、あとは、その取組をしている町の熱量と

か職員のやる気とか、そういうものが大山町の職員にうまく伝わって、原動力になれば

いいかなというふうにも思っているところで、現地に足を運んで実際にそれをやってい

る人、実践者の話を聞く、実践者に触れるというのは、そういう効果もあるのかなとい

うふうに思っているところでございます。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 確かにネットでもいろんな町はどういうことをやってる、

結構あるんですけど、私自身も議会の研修出張なんかで、その現地に行ったらね、肌で

感じるのがあるじゃないですか。それを我々議員もまた何らかの形で議場なり、あるい

は委員会なりというところでいろいろ発揮していかないけんと思うんですけど、そうい

うふうで、職員にもただ行きてみておいでよじゃなくして、その辺りは、事前、出られ

る前から課長あたりからしっかりこういうことをしっかり見て、うちの町にはぜひ必要

なことは取り組んでいきたいと思うんだけど、見てきてくださいよとか、そういうのは

ぜひぜひ進めていっていただきたいなというふうに思います。
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それで、こればっかりやっとったらあれなんですけど、私は職員の提言ということで、

例えば職員がレポート書いて、大山町はこうあれば、昔、米子市の部長が言った、市長

も大変ですよ。今じゃないですよ。大分前ですよ。いろいろレポート書かせて、それを

持って市長に出すと、市長がこれは駄目だよとか、それはそれと、いいことは、これは

すごいことだよ、米子市にとって大変なことだよということで、自分もやる気も出てき

たとかいうこともあるわけです。先ほど職員の提案ということで、８件が優秀賞をもら

って町長が表彰したとかいうことはあるわけなんですけど、その辺りで、町長、そうい

う提言を職員自らが何か提言あったら出しなさいよって、また、町長が自らそこで面談

しながらいろんなことを、その提言も取り入れていくということは、私は職員のやる気

にもつながってくるかと思うんですけど、町長はその辺はどう考えておられますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

政策コンテストとかアイデア提案で、自らの考えた政策、自らが課題として思ってい

る取組が前に進むというのは、職員のやる気としても非常に高まるというふうに考えて

おりますので、昨年度は特に政策コンテストというようなことも開催しておりますし、

それ以前は職員提案制度というものをずっと運用してきておりまして、６年前ぐらいは

本当にいろいろ提案があったんですが、年々少なくなってるなという感じもあって、昨

年度は政策コンテストをやったんですが、ただ、そうはいっても、実際の制度として、

提案の様式があって、それを基に提案する職員は確かに少ないんですが、コミュニケー

ションの中で、こういう課題があって、何かこういうことをやっている町がありますよ

とか、様々な情報提供だったり、アイデアの提供だったり、または具体的な政策の提言

だったりというものが年間通してコンスタントに今もあるのかなというふうに思ってお

ります。それは特に雑談の中で行われることもありますし、職員が町長室、私の部屋に

もう誰がいつ来てもいいよというような時間も、毎日ではないですけれども、週に何回

か設けていて、そのときにいろいろ話をしに来る職員もありますし、そういうコミュニ

ケーションを活発化させる中で様々な提言が生まれてきているというふうに思いますの

で、コンテストというような形とか、政策提言という仕組みも大事なんですが、それと

並行して、職員とのコミュニケーションはさらに活発になるように、これからも努力し

ていきたいなというふうに考えております。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 確かにこういうコンテストばかりじゃなくして、日頃か

ら町長室をオープンにして、いつでもいいけんどうぞということで、町長も何年か前は

職員からいろんなことを提言を受けて、いろんなアイデアとか、そういうのを面談した

りしてやっとるということを聞いたわけなんですけど、そういうことで職員さんももっ
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ともっとそういう機運を盛り上げてしたら、みんなが役場職員である前に、大山町の一

住民として、大山町をいかに自分の手でよくしようかと、そういう気概も生まれてきは

しないかなというふうに、それは今後、町長のほうも十分注意していただいて、まずは

その前に課長の皆さんにもそういうことをどんどんどんどんして、また、そういうとこ

ろには、そういういい成果が何かあったときには、報酬、待遇とか、いろんな面でいろ

いろ考えがあれば、より職員も励みになるかとは思うんですけど。

それと、次は、中途採用ということで話はしましたけど、確かに今、大山町、社会人

経験枠ということで設定し、県の統一試験、西部の統一試験ではないんだけど、設けた

らどうかということで、年齢、検討しているということで、この辺のは、町長、思いは

どうなんですか。その辺の気持ちをお聞かせください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

思いというと、範囲、大分広いですが、考えとしては、いろんな、多様な人材に仕事

をしてもらえるというのが組織としてもプラスになるというふうな考えでありますし、

その前の前半は質問じゃなかったかもしれませんが、役場の職員もたくさんいろんな人

材が働いておりまして、先ほどの話だと、提案があるのは何か若手の職員みたいなイメ

ージかもしれませんが、課長や課長補佐級からもいろいろな提案もあっておりますし、

よく何か町長はトップダウンだみたいなイメージで言われるような方もあるんですが、

その政策の根底とかアイデアになっているものは、かなりの割合、職員からの提案で、

それを受けて政策として進めていくというようなパターンが多いのではないかなという

ふうに考えております。そういったいろんな人材が組織に入ってくること、そして、そ

の職員の様々な人材、多様な人材のコミュニケーションをより深く、広くしていくこと

によって、組織も活性化されるし、それによって仕事の質も上がっていくものというふ

うに思っていますので、今後も多様性を重視した職員の構成であったり、組織の在り方

みたいなものを意識しながら、今後も町政の運営をしていきたいというふうに考えてお

ります。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） それで、社会人推薦枠というのは、これは次年度から具

体的に何か進めていかれるのか、それをお聞かせください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

社会人枠に関しては、今年度のもう既に行った専門職試験で、保育士の部分で取り入

れたところでありますし、今年度、まだ町の独自試験、やるかやらないか正式に決まっ
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ておりませんが、恐らくすることになると思いますけれども、そういったときに、なか

なか近年、職員を募集しても、募集する人数に対して採用が埋まらないというような、

人数が埋まっていかないというような状況が続いていますので、そういった状況を改善

するためにも、年齢の今のある例えば３５歳以下とかいう枠のところは柔軟に検討して

いきたいというふうに考えております。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 杉谷議員。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 確かに今、若い人も公務員離れというか、そんなに公務

員の希望者もないということはあるわけですから、ぜひこの辺りを積極的に取り組んで

いただいて、県はそういうのはやってなくても、西部がやってなくても、大山町独自で

そういうことをやって、大山町というのはそういう中途のいろんな経験を持った人が入

り込んで、とっても行政も前に進んどるということをぜひ見せていただければなという

ふうに思います。

これ最後にしたいと思いますけど、私もいろいろ人事評価制度とか、それから研修制

度とかいうことを述べたわけなんですけど、最後に、町長、こういうことの中で、大山

町の職員の人材育成とか、あるいはまた人材、いろいろあろうかと思いますけど、その

辺りで、最後のまとめとして、町長のほうにいろいろの町長の思いを語っていただきた

いと。大山町も職員組合があるわけです。あんまり町長が走っとったでは、職員組合、

怒られたりということもありはしないかなと心配はするんですけど、やっぱりそこは組

合ともいろんな話をしながら、要は、職員がそういうふうに前向きな思考になるいうこ

とは、町民にとってはとってもプラスのことなんですけど、そのことを踏まえて、町長

の人材の育成を、先ほど話した中でのいろいろ総括みたいな話を聞かせていただければ

と思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

総括ということです。これはもう今ずっと一般質問の中で議論をしてきたところで、

ほとんど私の考えは述べさせていただいたところでありますが、今の取組としまして、

昨年度、政策コンテストを行いました。今年度はそれに引き続いて、町独自の職員の人

材育成として、実務的な会議の進め方であったりとか、様々な実務的な能力を身につけ

ていくことと並行して、人材育成とか、採用とか、そういうところも含めた人事戦略に

ついて、今、いろいろと検討を重ねているところであります。

人事戦略を考えようというふうに思った背景としましては、先ほどもお話をしました

が、近年、募集をしてもなかなか採用の人数が予定の人数に充足しないというところが

あって、これは大山町だけではありません。全国的な課題で、公務員になりたいという

人も少なくなってきていると。一昔前は、特に公務員は採用の情報をそんなに出さなく
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てもなりたい人、受けたい人が見つけて来てくれるので、特に採用に関しても積極的な

広報であるとか、そういったものもほとんどの自治体で行われていなかったところであ

りますけれども、そういったところも根本的に見直さなければいけないかなというふう

に思っています。

民間の企業もいい人材を採用するために様々な広報を行って、その会社に合った人材、

ミスマッチがないように優秀な人材を集めるというような努力をしていて、優秀な人材

を集めているというような現状がありますので、大山町の役場としましても、大山町の

職員としてこういう人物像を求めているというようなものを掲げて、人材採用だとか人

材育成ができるようなことを今後検討を重ねて、しっかりまとめて、次の一手として打

っていきたいなというふうに思っております。そうやっていい人材が集まってきて、役

場の組織も活性化すれば、おのずと町にとっても町民にとっても有益な状態になるので

はないかというふうに考えておりますので、引き続きそういった考えで人材の育成、人

材の採用等を行っていきたいというふうに考えております。

○議員（11番 杉谷 洋一君） 終わります。

○議長（米本 隆記君） これで杉谷洋一議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は１０時２５分とします。

午前１０時１３分休憩

午前１０時２５分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

引き続き一般質問を行います。

次、６番、池田幸恵議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） はい。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） ２番手、池田幸恵になります。よろしくお願いします。

通告に従いまして、１問、よろしくお願いします。

質問します。安心・安全な道路管理をということです。

昨年度、経済建設常任委員会で道路維持管理事業についての事務事業評価を行い、そ

の結果、行政の対応としては、道路の草刈りが年２回行われることになりました。それ

を受け、これから迎える稲刈りシーズンや果樹の収穫、台風シーズンに向けて、改めて

道路維持について、現在の状況を含め、以下のことを問います。

１、路肩上部の伐採の高さや路肩の刈取りの範囲の規定は定められているのか。

２番目、生活道や通学路など、道路維持作業はどのような作業計画の下、行われてい

るのか。

３番目、側溝清掃の積出しや刈取り後の集草撤去、草ですよね、その撤去、また、そ
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れらの集積地の確保はどのようになっているのか。

以上３点です。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 池田議員の一般質問にお答えをいたします。

道路管理について、３点御質問をいただいておりますが、まず、１点目の路肩の伐採

の高さ等の規定についてのお尋ねですけれども、路肩上部の伐採の高さの規定はござい

ません。刈取り範囲に関しては、１メートル程度としているところでございます。

２点目の作業計画についてのお尋ねですけれども、道路維持の作業計画というものは

策定しておりませんが、生活道、そして通学路に関しては、年２回の草刈りと、定期パ

トロールあるいは現場巡回等によりまして、危険箇所があれば都度対応しているところ

でございます。また、自治会からの要望ですとか住民の方からの通報等により、維持作

業を行っているところでございます。

３点目の集積地等の確保、あるいは集草撤去等についてのお尋ねですけれども、側溝

清掃の土砂、あるいは刈り取った草等に関しては、町有地に置いているところでござい

ます。

教育長答弁も同じでありますので、以上で答弁とさせていただきます。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 今、町長から答弁いただきまして、まず１問目の路肩上

部の伐採の高さに規定がないってあったんですけれども、例えば横から木が生えてきて、

枝が伸びてる。車に当たる。そういうふうな状況とかが想定されるんですけれども、本

当に木が出てきても、町は、切取りの範囲の１メートルに入ってなければ、その木とか

は何も対応せずしているってことで認識してよろしいでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

先ほど説明をしたとおりですが、規定がありませんので、通行に支障がある場合には

適宜撤去等をしているところでございます。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 基本、私も農作業で４トン車乗るんですけど、４メート

ルぐらいは切っていただかないと、やっぱり車当たるんですよね。今日、事前に皆さん

に写真、執行部の皆さんはパソコンの中に、議員の皆さんもタブレットの中に入ってい

ると思います。テレビを御覧の皆様はこのパネルを見ていただければと思うんですけれ

ども、すみません、真ん中にちょっと白いのが写っているんですけど、不精をして、車
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の中から撮ったので、ガラスに反射してちょっとウサギみたいな模様が写ってますが、

すみません。これって、木がもう出てきて、反対車線の上部まで来てます。車がここを、

町側の管理のとこを走るんですけれども、危なくて、車に木が当たるので、反対車線を

通ってます。ここ、米子への出勤に使われている方がたくさんいらっしゃいますので、

結構通行量、多い場所になります。大きな工事現場のトラックとかが通るたびにやはり

危ない、ぶつかりそうになるという声がたくさん上がってます。またその声がどこに行

くかというと、町ではなくて、近くにある工事現場のほうに、トラックが集まっている

ところに声が届いたりとかしている状況です。

状況に応じてっていうのではあるんですけれども、ある程度車の高さ、これからなん

かは米、収穫すると、ダンプとか、今、農業のほうも中山間地で皆さんでグループでさ

れてたりとかして、軽トラでカントリーに入れる方もいらっしゃるんですけれども、大

型車で行かれる方も増えてきてます。現に現場でもトラックの数はよく見ます。やはり

そこを道路法に基づいて通行しようとすると、かなり木が、枝がトラックの荷台に入っ

てくるんですね。やっぱり農業にもすごく迷惑がかかっていると、影響があると思いま

す。

それを聞いて、町長、それを適宜ではなくて、ある程度の例えば県に準ずるとか、考

えてはみませんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

通行に支障があるというところは適宜対応しておりますが、道路延長も相当長いもの

がありますので、全て目が行き届いているかどうかというところは疑問なところであり

ますし、そういったところは通行される方、あるいは地域の方から声をいただければ対

応しているところでありますので、池田議員から指摘を受けた池田議員が通りにくいと

言われているところに関しても対応していきたいというふうに考えております。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 何か町長にそうやって言われると、町内全部車で走らな

いけんような気がしてきたんですけれども、今の声もあったんですけど、実は、次の２

問目にも関わってくるんですけれども、昨日、議会から帰るとき、たまたま軽トラの方

が車がちょっと脇道に入ったときに目線の高さの草を鎌で刈ってました。多分見えなか

ったんじゃないかなと。ちょうど歩道のところが見えなくて、降りて鎌でがっががっが

刈っとんなった。自分が曲がるところの視野を確保するために刈られていた人を見かけ

ました。やはりある程度基準を持ってやっていかないと、声があっちこっちで上がって、

あっちこっちに移動しながら切るっていうよりかは、計画性を持って、基準を決めてや

っていくほうが効率的にはいいと思いますが、いかがでしょうか。
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○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

パトロール等によって草刈り等は必要、対応が必要と判断したところは対応しており

ますし、そのほか、声をいただいたところというのは、なるべく早く対応しているとこ

ろであります。引き続き、お気づきの箇所ございましたら、役場の建設課まで御一報い

ただければ、すぐに対応をしたいというふうに思っております。

また、対応をスムーズにするために、今年度、道路維持管理の作業員の方たちにも頑

張っていただけるように、予算等、しっかりつけておりますので、対応は可能かなとい

うふうに思っております。どうしても技術的、物理的に難しいところ等があれば、すぐ

に対応できないところもありますが、基本的には一報いただければすぐに対応したいと

いうふうに考えております。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） またまたちょっとこの一般質問をするよっていうことで、

町民の方からお話をいただいたんですけれども、今、町長がおっしゃったように、区長

さんを通じて、町道の側溝が堆積土で埋まってしまい、雨水のほうが道路を横断して流

れて不安であるという要望を出されたそうです、１か月前に。でも１か月たってもいま

だ返事がないとおっしゃられてました。ぜひとも早急に対応していただきたいのと、ま

た、昨日も区長さんにおいては、別件の、別の集落の方からお話しいただいたんですけ

れども、道路に関する要望書を出したんですけれども、現場確認もなく、集落の相談、

要望書だけで予算が計上しましたという連絡があったそうです。予算をつける前に、現

状がどうなのか、やはり住民側としては話を聞いてほしかったっていう声がありました。

やはりその場所に合った工事でないと、帯に短したすきに長しだったら意味がないと思

うんですよね。せっかく予算かけて何かを対応しようと思うのであれば、やっぱり住民

の声を聞いて、自分事として、自分がそこに住んでいるんだって思って対応することが

基本だと思うんですけれども、この２点、いかがお考えでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

一般質問ですので、個別の集落の要望についてどうだというのに答弁をするのが適切

なのか分かりかねますが、いただいた要望に関しては、なるべく早くお返しをするよう

にしておりますし、時間がかかっているものに関しては、これは実際に現地を確認した

り、状況がどうなっているかというものを踏まえて、どういった対応ができるのかとい

うところを検討を重ねてから、ただ単に来たものに対してできませんとかいうような返

し方ではなくて、しっかり検討した上で返すということを心がけておりますので、場合
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によっては時間がかかるということもあろうかというふうに思っております。

また、ほとんどの場合、実際、要望の細かい点が不明な部分もありますので、実際に

区長さんであったり、集落の方とか、近くに住んでおられる方、様々な情報を収集しな

がら要望等にもお応えをしているところでありますので、今後も集落、自治会からの要

望に沿った道路維持管理等をしていきたいというふうに考えております。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 今、町長から熱い対応への思いを伺えたので、ぜひとも

本当に対応も集落の方を巻き込んでお話を聞いて、自分がそこに住んでいるんだよって

いう気持ちでしていただければと思います。

では、別件で、ちょっと教育長にお伺いしたいんですけれども、通学路、今まで何度

も草刈りとか、歩道が埋まってて危ないよっていうことが議場でも、一般質問でも出て

たと思います。先ほども目線で鎌で刈ってくれたおじさんがいたんですけれども、やっ

ぱり通学路、自転車になってくるとスピードも出てきて、車の巻き込みよくありますよ

ね。そういうとこにもなかなか発見が、気がつかずに、見えずにして大きな事故につな

がる可能性も含んでいると思います。今まで通学路の草刈りについて、保護者の方から

声があったりとか、また、今まで議場で何度もお話しさせてもらっているんですけれど

も、その後、建設課との連携はどのように取っていかれてるのか、お知らせください。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 池田議員の通学路に関しての御質問にお答えいたします。

保護者からの意見ですとか、具体的な担当課とのやり取りについては担当者が答えま

すが、私が把握しとる中では、やはり通学路、子供の目線で見ないと、今、池田議員さ

んがおっしゃられるように、草が茂っていたりとか、危険箇所が子供の視点で見ると分

かりにくかったりとかしますし、それから、自転車に乗ってる状況だと、自転車の視点

で危険箇所が分かったりとかするので、我々が車でさあっと通って見ただけでは分かり

にくい部分があります。その辺りは、学校現場が毎年通学路点検を行っております。こ

れは学校の管理者、そしてまた外部からのアドバイザーも含めた通学路点検でございま

す。その中の点検状況から、教育委員会にここを改善してほしいという意見が出ること

もありますし、また、保護者の立場からいえば、ＰＴＡ要望というのを毎年いただくよ

うになっております。学校からのＰＴＡ要望について出た場合は、適切に管理関係者と

情報共有しながら改善を進めてまいってるところでございます。以上です。

○幼児・学校教育課長（源光 靖君） 議長、幼児・学校教育課長。

○議長（米本 隆記君） 源光幼児・学校教育課長。

○幼児・学校教育課長（源光 靖君） ただいま教育長のほうからもございましたが、

例えば学校現場の場合は通学路点検というような取組も行われています。その中で、必
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要に応じて道路管理者への対応依頼等を行っているところであります。それが例えば国

とか県とかというケースもあれば、町道というようなケースもございますので、そうい

った先で、例えば町道管理ということで、建設課と情報共有をしながら対応を協議する

というような場面も当然出てまいります。以上です。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 今、担当課長からお話があったんですけれども、では、

道路管理者への要望も行っているし、情報は建設課とも共有されているということでよ

ろしいでしょうか。分かりました。

やっぱり子供さんもおうちでしゃべるのと学校でしゃべるのには心の扉の開け方が違

うと思うんですね。ここまで言っていいのかなって、ふだん何げないことも、ふだんの

何げない会話で出てくることも多いので、ぜひとも保護者の方にも声をしっかりと聞い

ていただければ、そうすると、今現状で通学路に生えてる草が少しずつでも減ってくる

きっかけになっていくと思いますので、ぜひとも建設課との連携を続けて、どんどんや

っていっていただきたいと思います。

すみません。ちょっと指に包帯巻いとって、パソコンが反応しないです。ちょっとお

時間をください。

すみません。では、またちょっと町長に質問したいと思います。道路維持のためのパ

トロールをされているというようなことなんですけれども、よく草が生えてくるのって、

６月、７月、８月、暑い時期になってからがすごく、肥やしもやらんのにいっぱい草っ

て生えてくると思うんです。パトロールって、いつどのようなときにされているのか、

時期が決まってましたらお知らせください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 詳細は担当からお答えをいたしますが、草が生える前の年に１

回やっとるとか、そういうことではないということでございます。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） パトロールについてですが、現状といたしましては、月に

１回は行っておりますが、それぞれ担当者が工事現場等を抱えております。その都度現

場に行く、毎日のように現場に向かっておりますので、都度注意して状況を確認するよ

うには指示をしております。以上です。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） では、庁舎から現場までのところは日々、毎日と言って

いいほど管理はできると思うんですけれども、それ以外の中山間地ですよね、役場から
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現場の枠から超える先のところの場所とか、あとは小集落、もしくは先ほどの写真のパ

ネルも本当、大山町の一番端です。町民が日々通るのかっていうよりも、本当に出勤と

かに使われてる方が多い。高齢化なども出てきて、なかなか目に届かないところもある

と思うんですけれども、そのような場所のパトロールはどのようにされておりますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えいたします。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） おっしゃるとおり、細かいところまでパトロールができて

ない現状はございますが、道路維持の作業員もおりますので、そういった作業の状況を

見ながら現地を確認しに行くということで現在進めております。以上です。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 実はこの道路維持の質問って、以前、同僚議員が一般質

問でされておりました。そのときも地域の方から出荷をするのにトラックが当たって、

集荷に来るのにすごく嫌がられるという声があって、同僚議員は一般質問をされており

ました。

その声ってやっぱりずっと変わってないんだなって、今、今回、一般質問をするに当

たって、主に中山間地なんですけれども、皆さんの声を聞いたときに、やっぱり側溝が

詰まる。木が生い茂って視界が悪い。声はずっと都度出てきてます。なので、今も声が

あったら対応するっていう返答があったんですけれども、ある程度はこの地域、この地

域はっていうふうに計画性を持って進めないと、生える時期って、大山町内、同時期に

やっぱり草は生えてきますし、木も一気に大きくなることはないので、そこも管理して

いけば、ある程度道路にはみ出てくるまでに、以前に伐採ができると思うんですけれど

も、またそれで地権者のことと、私有地に生えてる木の枝が伸びてきてるとなってくる

とまた別の問題も加わってきますので、そこも考えて、先手先手のことも加味しながら

のパトロールにつなげていくことはできないでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

現状としましては、パトロールで全て把握し切れない、これはもう道路の総延長が長

過ぎるので、これは難しいと思ってます。そこを通行される方から気になる箇所があれ

ば遠慮なく建設課のほうに御一報いただきたいというふうに思っておりますし、一報い

ただければ都度対応するというところが一番現実的ではないかなというふうに考えてお

ります。今後も地域の皆さんから連絡をいただいたらすぐに対応していきたいというふ
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うに思っておりますし、できる限り定期のパトロールでも、ふだん通らないような道な

ど気にしながらパトロールをするように改善等はしていきたいというふうに考えており

ます。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 何か繰り返しになるような話になっていくんですけども、

今日はすごく町長が、今日もなんですけど、答弁してくださって、熱い草刈りへ、道路

維持への思いが伝わってきて、ありがたいことです。

大山町って、主幹産業として農業、うたわれてますよね。先ほどもかかったんですけ

れども、やはり皆さん、ふだんは自家用車、そこまで車高の高くない車で走ってても、

農繁期になってくるとやはり高い車を利用される方もあると思うので、そのときに集中

して声がかかってくると思います。

以前、私、倒木があったとき、もしくは道路の、何て言えばいいんですかね、言いま

す。カーブミラーなんですけれども、に不備があって建設課に連絡したことがあったん

ですけれども、区長さんを通して言ってくださいと、区長からの声は上がってませんと

いうことで、１回、建設課からはお断りを受けました。それって何か緊急性があるのに、

私としては危ないなと思って連絡したんですけれども、なかなか緊急性がないって個人

で判断、それぞれが判断するって難しいと思うんですけれども、緊急性があったら連絡

してください。それは何かあっても多分、枝が１本あっても、車を大事にしてる方なん

かは、オートバイなんかだったら危ないと思いますし、車だったら小枝ぐらいだったら

大丈夫と思うこともあると思います。緊急性、例えばどこぐらいのことがありましたら

建設課まで御連絡くださいとか、そういうふうな案内を、道路の維持、草が伸びてきた

りとかしてたら建設課へ連絡くださいとか、そういうのを広報を使って案内してみるこ

とは考えられないですか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

現状でも各方面、集落、自治会、個人、企業からもいただくこともありますし、様々

声をいただいているところでありますので、今後もどういうふうにしたらもっと声が上

げやすいような環境ができるのかというところはしっかり考えていきたいというふうに

思っております。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） ぜひとも広報、力を入れていただきたいと思います。

大山町って、本町の自然を本当に満喫できるようなアウトドアライフ構想とか、各種

イベントもしくは観光とかで来られる方が大山をよく走られると思われます。これから
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は自転車、サイクリングにも町としては力を入れていると感じてますので、町道を走る

機会、外部の方がその道を見る機会ってすごく増えてくると思うんです。やはり併せて

管理をしていけれるようにお願いしたいです。管理の手が行き届かないと、例えば縁石

とアスファルトの間に草が生えてきたりとか、道路の路面のひびから草が生えてきたり

とかして、やっぱり道路の劣化が進み、舗装路面、アスファルトの寿命とかも短くして

いく可能性もあります。あとは、側溝が今詰まった状態だと、なかなか声が届かなかっ

たりすると、雨水が別の水の道をつくって道路の肩を掘ってしまい、路面が削られたり

して、崩壊等の災害につながることも、やはりこれからの雨の時期になってくるとそれ

も危惧されていると思います。大山町民が安心・安全に過ごすためにも、ライフライン

にもつながると思うんですよね。何か逃げたい、どこか行かなければならないと思うと

きに、道路が通れない、水につかってるってなってくると、逃げることもできない。や

はり道路の整備は優先的に行うべきではないかなと思うんですけれども、優先順位、町

長の中ではどれぐらいの高さにあるか、御答弁いただけたらと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

優先順位というところですが、それは内容によって変わってくるものというふうに思

っております。道路維持管理と一口に言っても様々な状況があると思いますので、その

状況によりけりだというふうに思いますが、今後も池田議員からいただいた御指摘、御

提案をしっかり受け止めて、適切な道路維持管理をしてまいりたいというふうに考えて

おります。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 適切な道路維持管理をという言葉を何度もいただいたの

で、ちょっと次の最後の質問のほうに進みたいと思います。

まず確認させてください。草刈り、年２回行うことと、側溝清掃の積出しが、今、行

うっていうことは分かっているんですけれども、実施予算の中にそれを積み出す運搬費

は含まれての計上になっているでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えをいたします。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） 基本的には予算としては計上しております。以上です。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。
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○議員（６番 池田 幸恵君） 安心しました。

では、その積出し予算があるということで、基本的に現場、草刈りなどを行うと、処

分をするものは近くに置かれている残土置場とかに持ち込むのが基本だと思われます。

間違ってたら指示してください。現状は、町内回られてるということなんですけれども、

刈った木とか枝とか草、側溝の汚泥っていうんですかね、土砂はどこに持っていかれて

るのか、今後、ずっとそれはそこに、置場としてるところに置いていくことは可能なの

か、教えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えいたします。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） 側溝清掃の土砂ですとか刈り取った草は町有地に持ってい

っておりますし、樹木等につきましては、処理をする事業者のほうに引き取っていただ

いております。以上です。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） じゃあ置場にきちんと持ち込まれるということで、では、

その置場って、例えば作業された方、樹木の伐採とか土砂を積んだ方が自由に置いてい

いのか、それとも決まりがあってちゃんと置かれてるのか、もし管理されてる方がいら

っしゃいましたら、その方も教えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えをいたします。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） 草、土砂につきましては、特に規定はございませんが、規

定といいますか、草につきましては草のみ、あるいは土砂につきましては土砂のみをそ

れぞれ置場のほうに置いております。

管理する者につきましては、現状、今、常駐する職員はおりませんので、町のほうの

道路維持の担当職員が定期的といいますか、一定程度状況は確認に行っているという状

況でございます。

○議員（６番 池田 幸恵君） すみません。答弁漏れで、あとどれくらい受け入れでき

るのかなっていうことを聞いたんですけど、受入れはどれくらい可能なのかって聞いた

んですけど、それが返ってきてないです。その前の前の質問のときに。

○議長（米本 隆記君） 受入れの量は。
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○議員（６番 池田 幸恵君） じゃなくて、ずっと受入れ可能なのか。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） 失礼しました。受入れについては、草につきましては、当

面大丈夫だと思っておりますし、残土といいますか、土砂につきましては、年数といっ

ても、どの程度かって言われると、具体的なところは言えませんが、大丈夫だというふ

うに認識はしております。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 持って帰ってきて置くだけだと、いつまでも繰り返すと

たまっていくと思うんです。例えば取れるものは土のう袋、よく災害のときに使われる

と思います。そういうところの積込み用の土として活用したりとか、例えば泥が必要な

方がいらっしゃいましたら、その方に譲渡じゃないですけれども、そのような形で、残

土置場として、いつまでも用地って物を置いていくと、置いた分だけは狭くなっていく

と思います。なので減らす方向、やっぱり出口をつくらないと、パトロール一生懸命し

て、一生懸命側溝とかも汚泥をのけてくれて持ち出しをしたとしても、置き場所がない

ってなってくると、結局なかなか計画って回っていかないと思うんですね。置場の分の

泥とか、例えば草にしても、農業の業種によっては肥やしとしたりとか、使われる方も

いらっしゃるので、そういうふうなことも、逆にそれも有効活用で回していくようなこ

とも考えたりしたことはないでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） 担当からお答えいたします。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） 残土につきましては、おっしゃられるとおり、土のう袋を

作成したりとかということは現在もやっておりますし、必要に応じて他工事への流用と

いうことも行っておりますので、場所がなくなるということは今のところ考えていませ

んというか、今のところは大丈夫だという認識を持っておりますし、除草した草につい

ても活用ができるものであれば活用を検討していきたいと思います。以上です。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） 予算をかければ、例えば引取り業者にお願いすれば、そ

れは幾らでも予算かければ残土置場のほうもきれいにずっと回転のサイクルに乗せてい

くことは可能だと思うんですけれども、やはり予算も限られていると思います。なので

今みたいなことを町民、知ると知らないではやっぱり全然違ってくるんですよね。先ほ

ども町長からもあったんですけれども、要望があって、集落が知らない間に予算がつい
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て、修繕しますよって言われても、その過程もやっぱり大切だと思うんです。当事者に

とっては、知っていくことというのはすごいそこに関係しているということにもつなが

っていると思います。やっぱり住民も、例えば草刈って、限界があるっていうことを知

っていただきたいと思いますし、そこを活用することに協力していただければなおいい

かなと思います。先ほどの草刈りがあって、年２回やる。じゃあそれを持ち込む置場が

ある。置場にも限度があるというのはやはり関係があることだと思います。その辺り、

どれもが詰まっても、除草とか側溝の土砂のよけたり除いたりすることは潤滑に回って

いかないと思います。このトータルに、広報を含めてですけれども、もう一度、町長に

お伺いしてもよいでしょうか。ライフライン整備のためにも集落からの要望への対応と

これからの観光に向けての道路維持への思い、お願いしたいと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

繰り返しになりますが、今後も池田議員から御指摘をいただいたこと、御提言いただ

いたことを踏まえて、適切かつ迅速な道路管理に努めてまいりたいというふうに考えて

おります。

○議員（６番 池田 幸恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 池田議員。

○議員（６番 池田 幸恵君） では、以上で終わります。

○議長（米本 隆記君） これで池田幸恵議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は１１時１５分とします。

午前１１時０３分休憩

午前１１時１５分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

次、１３番、吉原美智恵議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） １３番、吉原です。それでは、通告に従いまして、１問

質問いたします。町長、教育長に質問いたします。

大山町の学校教育の現状と課題はというところです。

近年、１人１台のタブレット整備や教材の充実、地域と連携した教育活動により、子

供たちの教育環境はよりよいものとなっていると認識しております。

１です。ＧＩＧＡスクール構想に対応した取組の現状と課題はどうですか。

２、先般公表された全国学力テストの結果では、中学英語が全国平均を大きく下回り、

県教委は大きな課題として受け止めているようですが、大山町ではどうでしょうか。

３、コミュニティ・スクール体制の現状と課題は。これも何年か前から始まっており
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ますが、いかがでしょうか。

４、不登校児童生徒のサポート体制はというところも質問いたします。

最後に、５、教員の質向上と長時間労働是正問題はいかがでしょうか。以上です。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 吉原議員からは、大山町の学校教育の現状と課題はの御質問

をいただいております。御質問ありがとうございます。

まず、１点目の質問でありますが、ＧＩＧＡスクール構想に対応した取組の現状と課

題はということで、本町では、国の資金を活用して、大山町内各学校の児童生徒の、ま

た職員へのタブレット配置は完了しております。今後は、それらを含めたデジタル機器

のさらに有効的な活用方法についての検討が課題であると考えております。

２点目の御質問の全国学力テストの結果が鳥取県の中学英語が全国平均を大きく下回

っておりますが、大山町はどうかという御質問です。

本町の結果としましては、全国学力テストの結果、県の平均よりも英語については上

回っているものの、全国平均と比べますと下回っております。これについて、県と同様、

課題と認識しており、今後の対策を検討して、実施しているところでございます。

３点目のコミュニティ・スクール体制の現状と課題はについてですが、コミュニティ

・スクールの取組として、既に各学校に学校運営協議会が立ち上がっております。今後、

組織の効果的な取組推進のためには、地域とのスムーズな情報共有が課題であると考え

ております。

４点目の不登校児童生徒のサポート体制はという御質問ですが、不登校児童生徒に対

しては、学校や保護者、教育委員会が情報共有しながら連携し、チームとして対応して

おります。また、不登校や不登校傾向の児童生徒について、町教育支援センター寺子屋

での学校復帰や学習をサポートし、教育相談にも応じるという取組をしているところで

ございます。あわせて、きめ細やかな対応ができるよう、スクールソーシャルワーカー

やスクールカウンセラーの対応体制を整備しております。

５点目の質問の教員の質向上と長時間労働是正問題はですが、本町では、教員の質向

上に向け、全職員対象の研修や小・中学校学力向上連携事業を実施しております。また、

長時間労働抑制のため、校長と併せて教育委員会においても勤務状況をチェックの上、

必要に応じ面談や指導を実施しております。

町長答弁も同じでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） まず、ＧＩＧＡスクール構想ですけれども、そのときの

課題というのが、学習支援員を配置するということが教員の負担軽減だったと思います。
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今の状況はどうなのか。

それから、いかに効果的に学ぶかということで、従来の黒板を使って学習内容をノー

トにしっかり書かせるということが少しおろそかになりはしないかという、そういう懸

念があることを何年か前の質問で答弁がありました。そのことについてお答えください。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

まず、ＧＩＧＡスクール構想に対応した学校現場の対応状況ですが、やはり教材の準

備、また機器の使用については、担任一人ではとてもなかなか対応できないということ

もあって、各学校にＩＣＴ支援員を配置しております。それによって学習の準備、パソ

コンの対応、また、授業の中で時々パソコンの調子が悪いという子が出た場合のフォロ

ーというものに関わっていただいております。

そして、先ほどの２点目の質問については、担当のほうからお答えいたします。

○議長（米本 隆記君） 赤路教育次長。

○教育次長（赤路 卓也君） では、２点目のノート板書等の不安というところでお答え

させていただきます。

あくまでもＧＩＧＡスクールにつきましては、学習理解の補助というところで、板書

のほうは各学校ともこれまで同様、今は黒板であったりホワイトボードだったりまちま

ちですけれども、板書のほうは先生方はされております。それをノートに取っていくっ

ていうスタイルについては、これまでどおり変わっておりません。その中で補助的な役

割としてＩＣＴの活用を行っているというふうに御理解していただけたらと思います。

以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） 初めて何か次長のお声をお聞きしたような気がしますが、

今言われたみたいに、学習支援員の増員ということでしたけども、感覚としましては、

各学校に１人ということかも分かりませんので、重なって不足するという、授業が同じ、

重なるということはないですね、必要とされるＩＣＴ授業に関して。ということは、一

言でよろしいですので。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 担当からお答えいたします。

○議長（米本 隆記君） 赤路教育次長。

○教育次長（赤路 卓也君） すみません。ちょっと１つ訂正させてください。ＩＣＴ支

援員ですけれども、各中学校区に１人ということで、ですので、小学校の日にちがあれ

ば中学校の日にちがあるということで、そこのところはただ連携し合いながら、必要に

応じて、小学校に必要なときは小学校に行っていただく、中学校に必要な場合は中学校
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のほうに行っていただくというところで、今、対応させてもらっているところです。以

上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） おおむね了解しました。

次、２番目ですけども、全国学力テストって、私、あんまり学力、学力って言いたく

はないんですけど、ただ、本町は英語教育に力を入れるということを宣言して、町長も

しておられますし、教育長もしておられて、力の入れ方が、今、ＡＬＴが各学校に１人

配置されたということで、期待するところではありますけれども、実際問題として、多

分このポイントが低かったのは、言語活動が弱いっていうことだったと思うんですね、

テストについても。結局、即興で英会話をするとか、そういうところが苦手のようです。

話すとか、そういうところが全国でもポイントがすごく低いそうです。これは文科省の

ちょっと調査なんですけど。ですので、生徒間の差が大きかったり、そういうことも問

題でしょうし、実際に気持ちや意見を伝え合う言語活動というのが不足しているんじゃ

ないかと、そこが英語のポイントの原因みたいですけど、いかに考えられますか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

今年度の全国学力・学習状況調査の結果を見ますと、全国の中で、平均値が低いのは

言語活動とおっしゃいましたが、読むこと、書くこと、聞くこと、この３つの観点で低

いという状況が生まれております。話すことのテストはなかったので、英語の４技能、

読む、書く、聞く、話すの中の３つの技能が全て低かったという状況があります。

この原因について、いろいろ検討しておりますが、考えられる原因としましては、一

つは教育環境であるか、それとも生徒の意欲なのか、また教師の力量なのか、そういっ

た３つのポイントが考えられます。はっきりとこれが原因だっていうのが分かれば、そ

れに対応していけばいいんですが、県も同様、何が根本的な原因なのかというのは分か

らない状況でございますので、本町としましては、その考えられる３つをそれぞれてこ

入れしていこうという考えを持っております。以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） そうしますと、ちょっと私の新聞記事の読み方がよくな

かったか分かりませんけれども、話すというところが全国との差が大きいというふうに

書いてあるんですけど、これ、思考・判断・表現力というところの読む、書くでしょう

か。取りあえず英語のポイントは低いということは確かであったと思いますので、実際

にＡＬＴをいかに活用するかということが大事で、この間、名和中の運動会に行きまし

た。実際にＡＬＴがおられましたけど、今年入られたのか分かりませんけど、ちょっと
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様子をうかがったんですけど、なかなか生徒も、運動会で忙しいのもありますけど、先

生もですけれども、ＡＬＴとまだまだコミュニケーションが活発だというイメージはな

かなかなくて、これからどのようにＡＬＴさんを学校と溶け込ませて、生徒がどんどん

話ができるような、そういうふうな活動をしていくと、そもそも英語はテストといって

も英語が本当好きじゃないと、好きなことが結局点数が上がるということもあると思い

ますので、ＡＬＴの活用についてお聞きします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） ＡＬＴの活用ということでございますが、各学校、小学校、

中学校、全学校に１人ずつネーティブな英語が話せるＡＬＴが毎日生徒と一緒に過ごす

ということを続けているわけですが、具体的な今現状としてどのような活動をして、ど

のようなことをしているかというのは担当のほうからお話ししますが、まず、ＡＬＴは、

基本的に英語しか子供たちとはコミュニケーションしませんので、英語を自分でチャレ

ンジしてみようかなという子供は休憩時間とかも含めてＡＬＴと関わってまいります。

その中で、児童生徒は学ぶ意欲を高めていくというところだと思います。そして、日本

人が発音する言葉よりもネーティブな英語と接することができるということで、やはり

ヒアリングの力もついてくるわけです。その辺りも含めて、効果的な活用方法について

は、これから町内の学校ごとのＡＬＴと英語担当と我々と協議する場を設定して、各学

校の取組を紹介し合ったり、これがいい取組だなと思ったら全町に広げていくというよ

うな考え方で、今年からそういったＡＬＴの各校配置になったのですから、これをいか

に効果的に活用していくのかということが今後の課題でもあり、取組の重点でもあると

いうふうに考えております。以上です。

○議長（米本 隆記君） 赤路教育次長。

○教育次長（赤路 卓也君） そうしましたら、ＡＬＴのちょっと具体的な活動内容につ

いてお話しさせていただきますが、先ほど議員さんのほうも言われましたけども、実は

この２学期に入ってから配置した学校もあります。ちょっとそういったところもありま

して、まだ学校のほうに慣れていないというところは現状ございます。

実際にこれまでに入っているＡＬＴの活動しましては、例えば中山中学校区でありま

すと、中学校、小学校とも、まず国際交流室であったり、イングリッシュルームという、

それに特化した部屋を用意してあります。中学校については国際交流室で授業のほうも

常に行うようにしていますし、小学校はイングリッシュルームというんですけども、こ

れもＡＬＴさんのほうが自らそういう教室をつくりたいということで、その場に国際交

流に関する掲示物であったり、国旗を飾ったりとか、そういうふうに国際社会に興味を

示すような、そういった取組のほうを考えてやっております。また、休憩時間中ですけ

れども、母国のイングランドを紹介するような動画、そういったものを流して全校の児

童にアピールしたりとか、今後の予定なんですけども、図書館で行う読書まつり等で英
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語の読み聞かせ、そういったものをしたりということで、各学校、様々で、段階段階で

はありますけれども、そういった取組を行って、そういったところが町全体の小学校、

中学校に広がっていけたらなというふうに考えております。以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） ＡＬＴの方も慣れないと大変だと思いますし、実際に本

当は、英語で話しかけられる子供は逆にある意味では大丈夫で、レベル的に、何ていい

ますか、まだ全然頭で分かってても話はしたこともないとか、そういう子供たちがいか

にＡＬＴの先生と何とか親しくなる。１校に１人ということはそういうことだと思うん

ですね。ですので、たまたま運動会でしたけれども、休憩時間とかに話しやすいという、

先生の気質とかあるでしょうけども、そういう雰囲気は学校全体でつくっていくという

ことが大事だと思うんですけどね。その辺のことと、それについて何かいいアイデアと

いいますか、町長、ございませんか。急に振りますが。多分、運動会におられたので、

中学校のＡＬＴの講師の方も見えてたと思います。子供の状況も見てたと思います。た

まに話しかけに行ってましたので、何かＡＬＴさんと仲よくなれるというか、英語に資

するというか、町長か副町長、よろしくお願いします。アイデアがあれば。町長って書

いてあります。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） なかなか近年ないぐらいの振り方をされたなと思いますが、完

全に教育長への質問だと思っておりまして、あんまりいい答えが出ないかもしれません

けれども、ＡＬＴの活用に関しては、今年度、議会の皆さんからも予算認めていただい

て、各校配置、今までは中学校区単位の配置だったのが、それぞれ小学校、中学校、各

校１名配置というような形にできてきているわけですけれども、それによって授業以外

の時間にＡＬＴの先生と児童生徒が触れ合うと、それによって英語に親しみを感じると

いうようなところも確かに効果としてはあると思いますが、そこに触れるというのもど

ちらかというと意欲的な子供たちが中心になるわけで、やっぱりそこは全児童生徒にＡ

ＬＴ各校１名配置の影響が及ぶかといえば、現実的にはそうはいかないというふうに思

っています。そういった取組をしながらも、やっぱりＡＬＴがより各校に時間を費やせ

るような状況というのをカリキュラムの中で生かしていくことが必要ではないかなとい

うふうに考えているところで、今、昨年度からいろいろ副町長や教育長、先進的な取組

をしている学校の視察や研究に行ってもらってますし、あと、教育委員さんとか、関係

者にも、違う学校ですが、行ってもらったりということで、どういったことで英語の学

習が高められるのか、子供たちに英語をより身につけてもらえるのかというところを今

いろいろ研究をしているところです。

また、来月には議会からもお世話になって、一緒に同行してもらいますが、私も全国

的なイマージョン教育をしているような学校、これは昨年度、教育長と副町長が行って
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おりますが、愛知県の小学校も実際に足を運んで実情も見てみたいというふうに思いま

すが、そういった今いる日本人の教員とＡＬＴと連携するような形で何か新しい取組が

できないかということを模索しているところですので、また議会にもいろいろ相談させ

ていただいて、アイデアをいただきながら、いい形で進めていきたいなというふうに思

っております。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） ＡＬＴのことを私が結構聞きますのは、やはり英語って

いうのは家庭環境によって、これまではですよ、結構早くから英語を勉強される子供さ

んがいたり、普通の子供さんは英語に触れ合ってなかったり、それで保育園とかにも英

語教員、ＡＬＴ行ってくださいって私はお願いしたと思います、一番初めに。庄内だけ

だったので、全部の保育園にお願いします。とにかく格差がないようにしたいというか、

そういう意味で、せっかくＡＬＴが来られたので、小さいときから勉強しておられる子

供さんだけじゃなくて、本当に英語に身近に親しんでほしいという意味で、一生懸命、

今、訴えているわけですので、研究していただきたいと思います。英語の歌なんかも結

構効果があると思いますし、そういうこともありますので、研究成果を期待しておりま

す。これからまた視察に行かれるようですので。

次に、コミュニティ、何か英語、嫌いじゃないはずなのに、発音がね、やはり年代的

なものでしょうか、スクールですけども、各学校の実情に応じた体制っていうことなん

ですけども、そういうところで、今、課題はそんなにないというふうに見えております

が、それでよろしいですか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） コミュニティ・スクールを進めるに当たっての課題、先ほど

の答弁では情報共有が課題というふうに一言で申しましたが、各学校の中で具体的なこ

ういう事例があるっていうのがありましたら、担当のほうからお答えいたします。

○教育次長（赤路 卓也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 赤路教育次長。

○教育次長（赤路 卓也君） 具体的な課題といいますか、その点についてお答えさせて

いただきます。

最初の教育長の答弁にもありましたが、今、協議会のほうを立ち上げたというところ

の、これがまず第一歩だと思います。その中には学校現場、それから保護者、それから

地域の方々が集まって協議会のほうを立ち上げて、話合いを進めているわけですけども、

その中で、お互いの課題、学校の課題だけではなくて、地域、保護者の課題もお互いや

っぱり出し合っていくというところで、今、取組が進められているというふうに認識し

ております。その中でやはり一番大事なのは、お互いの課題が合致したというところが
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一番すぐに取り組みやすい部分なのかなというところで、今、その辺りを各学校とも模

索しながら、今後の地域の課題、学校の課題を同時に共有しながら取り組むコミュニテ

ィ・スクールの推進を、今、動いているところです。具体的なというところになるとち

ょっとあれですけども。以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 分かりました。私が……。

議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） 懸念したのは、学校と地域の方の問題はないのかという

ところが気になったもんですから、学校経営と地域の方を交えた運営協議会というのが

いい具合に合致しているのかっていう、やっぱりいろんな意見があるでしょうから。そ

れについては一応、情報共有だけって書いてありますので、そのように受け取りたいと

思います。

次、不登校といいますか、不登校児童生徒のサポートというところで、今、寺子屋の

成果は私も認識しております。熱心な先生がおられて、結構成果を発揮しているのは認

識しております。

今回、私が提案しますのは、文科省が空き教室を活用して、校内のフリースクール、

校内の教育支援センターを設立して、そういうところに補助しますよという姿勢、方針

を新聞で読みました。ですので、今、今年の２月の時点では、全小・中学校に設置して

いるのは２２８自治体、これからまだ６００校分の設置の補助金に加え、指導員を確

保するための補助金も拡充しますというふうに方針が出たそうです、文科省。それは結

局、校内だと、今、フリースクール、どこかに通われてる、そういうことが、子供さん

に負担が少ないということもあったり、同じ校内ですので、また登校につながりやすい

みたいなこともあるようです。寺子屋もいいんですけれども、各空き教室を利用してそ

ういうセンターができれば、子供さん、保護者の方も少し負担が軽くなるんではないか

というところで、研究してほしいと思いますが、そのことについて、学校内の居場所づ

くりみたいなことだそうです。いかがでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

校内での居場所づくりということですが、今、学校によっては空き教室に教室に入れ

ない子供を、そこに行くことで、そこで学習支援員等が子供の学習を見ながら行ってい

るっていうような学校もあります。

先ほど議員のおっしゃいました寺子屋のような学習、教育支援センターを校内の中に

つくるのはどうかということですが、町で行っている教育支援センターは、学校に行け

ない子供のためのサポートセンターでございます。学校内につくるとすると、まず学校

まで行かなきゃいけないですよね、その子がね。教室に何らかの事情で入れないという
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ような状況ですので、その取組が効果的なのか、また、学校としてニーズがあるのか、

保護者、児童生徒からそういったニーズがあるのかということも検討材料に入れながら、

今後、実施するかどうかについては検討を重ねていきたいというふうに考えております。

以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） そうですね。寺子屋がありますけども、ここでは本当に

フリースクールというふうに認められますので、空き教室を使うのに費用がかからない

ということもあって、ですから寺子屋と、また学校と、その中間に学校の中にきちんと

不登校のスクールができるという構図にはなるかと思います。全部じゃなくても、大山

町に１つそういうことができれば、今通っておられるフリースクールの通学とか、いろ

いろありますね。そういうところが解消されるんじゃないかと思いまして、ちょっとい

いニュースだなと思って取り上げたわけです。これには予算面のハードルが高くて、き

ちんと請求してもらわないといけないんですけど、一応文科省としては概算要求で計上

してるみたいですので、町長、その辺で、不登校の問題とか、大変ですけれども、予算

請求ができるみたいですけれども、今の時点で、この考え方、学習指導員を確保するた

めの補助金とか、設置の予算が出るそうですけれども、予定ですけれども、いかがです

か、その点については。またこれも突然でしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

突然感はあるなというふうに思いますが、お答えはできると思いますけれども、予算

があるから取組をするということではなくて、先ほど教育長が述べましたとおり、現状、

今、大山町の子供たちがどういう状況なのかというところを、小さい自治体なので、一

人一人の様子が大体よく分かるわけです。それによって、不登校の子供も一時的にみん

なが学校に行けないということではなくて、学校に行けない子もいれば、学校には行け

るけど教室には行けないとか、様々な状況があるわけで、その状況に応じて今対応して

いるのが寺子屋であります。その寺子屋だけでは対応し切れないというような状況がど

んどん広がっていくような環境であれば、そういった校内フリースクールというような

ところも考えていかなければいけないかなというふうに思いますが、現状としては、先

ほど教育長が答弁したとおりで、寺子屋を中心に対応をしていきたい、そういった対応

を拡充することも検討していきたいというふうに考えております。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） そうしますと、今、不登校の児童といいますか、状況は

いかがですか。人数とか分かれば教えてください。
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○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 不登校の状況についてお答えいたします。

個別の人数については今までもこの議場ではお話ししておりませんが、この５年間の

傾向というのをお話しするとしたら、まず、小学校については、近年５年間、横ばい状

況であります。中学校においては、若干、今、増えかけているというような状況ですの

で、全国的にも増えているっていうふうな傾向もあるようですので、その辺りの原因で

すとか対策というものはしっかりと練って対応していかないといけないというふうに考

えております。以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 数字は。具体的な数字は。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 具体的な数字は上げません、ここでは。

○議員（13番 吉原美智恵君） はい。通告してません。

議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） 取りあえず横ばいと、中学校は増というところで、ある

程度の人数はあると認識してますので、やはり選択肢が増えるように、寺子屋は中学校

に行けない。小学校も。学校に行けるけど教室に入れないという子供の受皿として、あ

る程度有望なんじゃないかな、この方法はと思うわけですので、検討されたらと思いま

す。

最後ですけれども、教員の質向上と長時間労働是正問題で、いろいろと勤務状況をチ

ェックして、必要に応じ面談、指導を実施ということになっています。結構これ、全国

的にかなり問題が多くて、実際に物すごく教員の事務作業が多くて、今、スクールサポ

ートスタッフというもの、教員業務支援員と、それの人件費補助というところで、これ

があるみたいです。それから、児童生徒の教育活動をサポートする学習指導員、このほ

うも文科省は増やすということですので、それについて、やはりこちらも対応していか

ないといけないと思うわけです。それについて、どのように考えられますか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） スクールサポートスタッフについての具体的な現状について

は担当のほうから申し上げますが、議員のおっしゃるとおり、長時間労働というものが

ずっと慢性的に学校現場にはあります。その一つの要因としては、授業の準備というも

のがありまして、小学校も中学校も、授業の準備のためにそれをサポートするスタッフ

がいるかいないかというのは非常に大きいです。例えば宿題のプリントのコピーとか準

備ですとか、それから、授業のための、例えば理科の授業ですと、実験の準備、片づけ
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とか、ほかの体育の授業についてもいろんな器具のこともあるでしょうし、そういった

サポート体制というのは学校現場からも必要であるというふうに把握しておりますので、

国の施策としてそういういいものがあれば、どんどん活用していくようにしていきたい

と思いますが、課題としては、そのスタッフの人材を集めるといいますか、人材が少な

いという課題があります。適正な人材の確保のためにもこちらとしても進めていきたい

というふうに考えております。以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） これも、私、新聞は大体読みますけれども、日本海と毎

日ですけども、結構大きい字で、いつも教育関係はつい目に留まるんですけど、これも

教員業務支援員倍増へって書いてあります。（新聞を示す）ですのでこちらのほうも、

人材確保すごく大変だと思うんですけれども、やはりある程度あまねく情報活動をして

ほしいなと思うところです。かなり人材、本当に、教員もですけども、大変だと思いま

すけれども、日頃の努力も大事かなと思うわけです。せっかく文科省のほうが問題とし

て倍増させる、１万０００人から２万０００人、人件費補助あるそうです。また、

学習指導員も０００人以上増やすとかというふうに方針が出てますので、かなりそれ

は、人材確保は、本当それが一番ですけれども、それをいかに早く準備するか、また、

皆さんのコネクター、教員関係の、そういうところを発揮されて確保されると、やはり

教員の質が上がるということは子供にとってもすごくいいことですし、実際に教員は、

今、残業時間がもう４５時間以上ということが多いみたいですけれども、それについて

懸念するわけです。大山町では４５時間以上の教員というのは調べておられますか。ど

うですか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 具体的なことは担当のほうからお知らせしますが、教育委員

会としましては、各学校の全教職員の時間外勤務集計というのを見ることができます。

毎月見ております。その中で、誰がどんなふうに、どこの部分が多いかとか、何時間多

いかとか、全部見ておりまして、教育委員会だけでなくして、管理職、校長、教頭もそ

の数値を見ていて、適宜教員と面談をして、もし上限を超えてる教員がおれば面談をし

て、どこが課題でここまで増えてるのかということを話し合って、もし必要であれば、

校内の分掌を替えるとか、その者が働きやすい環境を整えるためにするとか、そういう

ことを毎月状況に応じて学校でやってるわけですが、教育委員会としても、それが是正

されないようであれば、根本的に学校に何が課題なのかということも管理職と話し合い

ながら、教育委員会として支援できることは何かということも考えて対応しております。

以上です、私は。

○教育次長（赤路 卓也君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 赤路教育次長。

○教育次長（赤路 卓也君） では、先ほど教育長のほうから答弁もありましたが、付け

加えでお話しさせてください。

時間外勤務につきましては、先ほど言われましたとおり、こちらのほうでも毎月把握

をしております。その中で、時間もそうなんですけれども、具体的までは出てこないん

ですけども、例えばどういう時間にその月、費やしたかという、そういう割合等も出て

きますので、そこの辺りも見ながら、各学校の時間外多い勤務者については、状況によ

っては指導、もしくは校長先生からの指導というふうにしておりますが、ただ、状況に

よっては、やはり時期的なものもございます。どうしても行事前、そういったもののと

こでありましたら、やはり時間外のほうも膨れてきます。そういったところで、必ずし

もこの時間を過ぎたから駄目ですと、そういうような指導はしておりません。ただ、あ

くまでもこちらとしては、長時間行うことによって、先生方の健康状態、こちらのほう

を一番心配しておるところで、その辺りを中心に話をしているというふうに思っていた

だけたらと思います。以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） そうしますと、今のところきめ細かい対応がなされてい

るというふうに認識しましたけれども、その上で、さっき言いました教員業務支援員の

方が今のところは十分足りてるとお考えですか。それとも人件費補助があるのでしっか

り受け入れていこうという考えでしょうか。学習指導員もそうですけれども。今のとこ

ろの状況は、教育委員会の対応は分かりましたけれども、どうですか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

学校業務アシスタントについては、県のほうにも予算をできるだけつけてくださいと

いうような要望をしているところでございます。本当に各学校に配置したいのはやまや

まですが、予算の関係、そして人材の確保ということで、なかなか全校配置にはできな

いんですが、思いとしては、全校配置にしたいなというふうな思いを持っております。

以上です。

○議員（13番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 吉原議員。

○議員（13番 吉原美智恵君） 了解しました。

以上で終わります。

○議長（米本 隆記君） これで吉原美智恵議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は午後１時とします。
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午前１１時５７分休憩

午後 １時００分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

午前中に引き続き一般質問を行います。

次、２番、西本憲人議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） ２番、西本憲人です。本日は、教育関連の質問を２問さ

せていただきます。通告に従いましてさせていただきます。

まず１つ目、教育３本柱の成果を問う。

本町の教育の方針の３本柱は、ふるさと大山教育、保小中の連携、英語教育と議場で

も教育長から何度か耳にしています。ポイントを絞ってとても分かりやすく、伝わりや

すいので、すごくいいというふうに個人的には感じています。しかし、総合計画、教育

振興基本計画などを見ても、上記のように分かりやすくは記載されているようには見受

けられません。

そこで、１つ目、ふるさと大山教育、保小中の連携、英語教育は、どういった経緯で、

いつ大山町の教育方針というふうになってきたのでしょうか。

２番目、教育委員会職員、現場職員、各学校や保育園にどれぐらい浸透しているんで

しょうか。

３番目、ふるさと大山教育、保小中の連携、英語教育の教育方針に伴う子供たちの理

想のゴールなどは設定してあるのでしょうか。ちなみに、ふるさと大山教育は、言葉と

してもイメージもとてもいいんですけど、具体的に子供たちにどうなってほしいか、何

をしているのか、また、それに伴う成果などもお聞きしたいと思います。

４番目、分かりやすい３本柱であるため、今後、上位計画などに加えていくことは検

討しないんでしょうか。

以上、お願いいたします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 西本議員からの御質問のふるさと教育、保小中連携、英語教

育という本町の教育委員会の上げている教育の３本柱について御説明いたします。

まず、どういった経緯で、いつ大山町の教育方針となったかという御質問ですが、こ

れについては、大山町の教育振興基本計画を基に、より具体的な目標を毎年立てており

ます。これはその都度、大山町の教育の課題ですとか現状を見極めながら重点目標を立

てておりまして、これは毎年変化していっておりますが、令和５年度の重点目標、９つ

上げました。９つの中で、特に３点、このふるさと教育、保小中連携、英語教育を特化
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して、大きな柱の３本柱として取り組んでいこうということになっております。

２番目のこの３本柱がどのくらい浸透しているのかという部分ですが、これについて

は、年度当初、学校、保育所、公民館など施設の長が集まる定例会議において方針を説

明しておりますし、それから、新任の教職員、また、町外から大山町に転勤してきた教

職員には、年度始め、説明を行っております。また、教育委員会の事務局内でも室内に

掲示したりというふうな形で継続した意識づけを行っているところでございます。

３点目のこの３本柱の教育方針に伴う子供たちの理想のゴールはあるのかという御質

問ですが、これは、大山町の教育振興基本計画に定めております基本理念「大山の恵み

を受けて 生き生き輝く 人づくり」ということをゴールとして認識しております。そ

の達成のために、御指摘の３本柱に取り組んでおるところでございます。

４点目の分かりやすい３本柱であるため、上位計画に今後加えていくことは検討しな

いのかということですが、例えば今後の町の総合計画等について、今後、改定が行われ

る際には、掲載について検討を進めてまいりたいというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） この１問目の質問は、ちょっと私も議員始めて３年目に

なるんですけれど、教育民生常任委員会に入って、教育関連のことをこうやって議場で

しっかり聞いていくことは初めてなので、少し考え方の整理とか教育の方向性を再度確

認できる１問目に、明確化にできる１問目にできたらなというふうに思って選ばせてい

ただきました。

先ほど教育長から話がありました、令和５年度、毎年重点課題を定めていますという

ことで、今年度は９つ、その中でも特に重要なもの３つということだったんですけど、

ちょっと私が見れてなかったらすみませんけど、それっていうのは何か書類とかに落と

し込んで、議会とかにも共有してあったりするものなんでしょうか。もしそれがあれば

具体的な名称などを教えていただけると。お願いします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

令和５年度の大山町内の小・中学校、教育委員会の重点目標については、会議の中で

印刷をして配っているというような状況で、あとは教育委員会内に掲示しているという

ことで、特に町内の保護者の皆さんにとか、議会にはお示ししていないというのが現状

です。

具体的にあとの６つの重点について御説明いたしますと、ＧＩＧＡスクール構想のさ

らなる充実ということ、そして学習指導、生徒指導の充実、そして教育環境の整備、そ

して新型コロナウイルス感染症対策、そして教職員の働き方改革、そして大山町共同学
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校事務室の充実という、先ほどの大きな３本柱に加えて６つの重点目標を踏まえて、９

つの今年度の重点的に取り組んでいこうという目標を定めております。以上です。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） ３つを中心に、９つ全てとても大事なことだというふう

に思います。ただ、教育委員会と一部の教職員、全ての教職員なのかもしれませんけど、

そこでだけ共有されてたら、私たち、執行部とか教育委員会がやってる業務とかを審査

する上で、いつも教育長はここでその３本柱を何度も何度も言ってくださってて、すご

くいいものだなというふうに感じているんですけど、それの指標とか、具体的な目標値

とか、それがなければせっかく掲げた指針を評価するポイントがないと思うんですよ。

なのでやはりその辺は、定まったのであれば、議会にも報告が必要だと思いますし、保

護者にも令和５年度の本町の教育は特にこの３つを重点的にいきますよということが最

低限周知は必要なんじゃないかなというふうに感じるんですけど、いかがでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

西本議員のおっしゃるとおりだと思います。今、改めて認識しましたが、議会は当然

のこと、また、保護者の皆さんにもこちらの重点目標については提示するべきだという

ふうに思っておりますので、その提示の仕方については、例えば大山町のホームページ

に載せるなり、また、学校のＰＴＡ総会ですとか、そういう場面で提示できることがあ

ればできるようにしたいですし、また、できれば議員さん方と意見交換するような際に

は、年度始めにそういった会を持つとかして、今年度の重点目標について説明をさせて

いただくとか、具体的なそういった方法について、今後、検討させていただこうと思っ

ております。以上です。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） １番目は分かりました。重点を定めて、今後は周知をし

っかりしていくということで、方法については今後検討するということで、ぜひ一緒に

その重点目標が達成できるようにやっていきましょう。

２番目、どういった形で皆さんに伝えているのかと、どれぐらい浸透しているんです

かということに関しては、先ほどの周知も併せて、今後、さらに浸透していくと思うの

で、２番目も飛ばします。

３番目なんですけれど、３本柱の教育方針、今年度の重点目標ということなんですけ

ど、理想のゴールのところについて、もう少し詳しく聞きたいです。先ほど答弁で「大

山の恵みを受けて 生き生き輝く 人づくり」というようなことを説明いただいたと思

うんですけど、これは少しぼんやりとしています。やはり評価をする側としても、もう

－１０９－



少し具体的な、できれば数値で３本柱で１つずつ、例えば英語でいったら、先ほど吉原

議員が課題を提示していたと思うんですけど、３本柱の一つの英語教育なのであれば、

我が町の児童生徒たちの英語教育は具体的にいつまでに、どのようになってることが理

想なのか、その中で令和５年度はここまでやるということが具体数字にないと、しっか

りとした評価をすることができないというふうに感じるんですが、３本柱それぞれ具体

な数値目標などがありますでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

現在のところ、それぞれの３本柱についての数値目標ということは決めておりません。

ただ、それぞれの理想のゴールイメージといいますかね、年度終わりにはこういう状況

にしたいというようなことは思っております。例えば保小中連携であれば、これは中学

校卒業時の生徒の姿のゴールイメージを保小中で共有しながら、それに向かって発達段

階に応じて教育をしていく。例えば体力、運動面でいえば、県のスポーツテストが県の

平均以上になるとか、それから全国学力・学習状況調査の値を全国平均以上にするとか、

そういった目標を各小・中学校、保育所で共有しながら取り組んでいくと。また、生徒

指導の問題もあると思います。家庭での基本的な生活習慣がついてるかついてないかと

いうことも各学校とか保育所等で現状を話し、じゃあそれだったらこういうふうに共通

して家庭への啓発を進めましょうとか、そういったそれぞれの課題に応じて、保小中、

各中学校区ごとに学校長なり教員が話し合って、それぞれ目標を定めております。保小

中の連携というものは、教育委員会としてはそういった中学校区の連携がうまくいくこ

とによって子供たちの学力、体力が伸びていくというところを考えております。

そして、ふるさとキャリア教育につきましては、これは全体的に大山町として取り組

んでいるところでございます。これは、教育を通して地域の魅力を学ぶというふるさと

教育の基本理念を持っております。大山町の魅力を学ぶことによって、大山町に愛着を

持ち、将来、大山町を支えていく人材を育てるというところですので、ゴールイメージ

はそういうところでありますので、卒業時こうだとか、具体的な数値目標は提示できま

せんが、例えば小さなゴールイメージでいけば、毎年、全国学力状況調査で意識調査と

いうのがあります。学力だけではなしに、生活ですとか子供たちの考え方、これを調査

することがあります。例えば今住んでいる地域の行事に参加しているかどうかというよ

うな質問事項があります。これについての結果を見ると、大山町の子供たちは全国平均

よりも小学校も中学校も値が高いです。地域とのつながりが非常に強い。地域の活動に

参加している子供が多いということが分かります。

そして、さらには、もう少し踏み込んだ質問内容でいきますと、地域や社会をよくす

るために何をすべきかを考えることがあるかどうかというような質問項目があります。

これについて分析してみますと、小学校６年生に対しては、全国平均よりも上回ってい
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ます。地域のために何か自分でできることを考えてやろうと思っている子供が８ ５％

いるというような状況であります。ただ、中学校３年生は若干低くて５ ６％というよ

うな数値でありますが、これは全国平均よりもちょっと下がっているんですが、そうい

う状況がありますので、そういった全国学力状況調査も参考に入れながら、課題と思わ

れるところには力を入れていきたいなというふうに考えております。

また、英語教育の充実という部分では、先ほど吉原議員さんの質問にもお答えしまし

たが、今、全国に比べて中学生の英語教育が低いということは、やはり英語も積み上げ

の教科ですので、保育所の時代からずっと英語になれ親しみ、英語に興味を持ちながら

勉強を進めていくということを考えてます。ですので、ＡＬＴを今回導入した、各校１

名導入したということは、小学校に配置されたＡＬＴは保育所にもよく入っていけるこ

とができるんです。例えば今までは月に１回程度しか保育所に行っていませんでしたが、

小学校にもう専属になるということは、もっと何回も行けるということで、先日は夏見

つけということで、自然観察をＡＬＴと一緒に行いました。今までは英語活動だけのた

めに行っていたＡＬＴが、ほかの子供たちの活動にも、運動とか、活動にも一緒に参加

しながら英語でコミュニケーションを取っていくということで、英語になれ親しむとい

うのを保育所からつながっていくという部分で、今、英語に興味を持つ。子供たちの意

識を高める。そしてもう一つは、教育環境を整えるという部分があったと思いますが、

それについては、オンライン英会話の導入もありました。そして、さらにはこのオンラ

イン英会話をさらにグレードアップして、できれば海外の同じ中学生同士がオンライン

でのコミュニケーションを取るというところも考えております。中学校卒業時点の英語

の子供たちの目標とする力は、自分の考えを英語で述べることができたりとか、英語で

コミュニケーションが取れるというものを目標としております。英語での意思疎通がで

きるという部分を考えておりますので、そういうところに持っていくような英語教育の

施策というのを進めていきたいというふうに考えております。以上です。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 少し聞いてみますけれど、具体的な数値での目標は提示

はありませんがという話が話の中に出てきました。数値で示すことだけがいいことだと

は思いませんけれど、そういったことを教育に求めることはあまりよくないというふう

に思われてますか。それとも、別にそれはよくないわけではないけど、今はたまたま持

ち合わせてないだけなのか。どういった認識でしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） はい。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

必ずしも数値目標で評価するということがいいとか悪いとかっていう具合には考えて

おりませんが、教育の成果を問う場面で、数値で表せる場合と数値で表せない目標とい
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うものがあります。当然、何か目標を立てたからには数値化できるものは数値化して、

数値としていいか悪いか、努力が必要かどうかを判断していきたいと思いますが、教育

は全てが数値で表せるものではないというふうにも思っておりまして、表しにくいもの

については、状況がこんな状況というゴールイメージを持ちながら、それに到達してる

かどうかということで結果を判断していきたいというふうに考えております。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） どういう状況なのかが分かりました。

これは教育委員会に限ったことではないんですけど、大山町町政に対しても同じこと

が言えるんですけれど、全てのことを数字で表すべきだと思います。これは社会人とし

て、予算がついて、それを行っているに当たって、それを評価するものとして、皆さん

が共通として同じ、皆さんが１って見たら１ですから、共通で見れる評価軸というのを

設けるべきだと思います。これは、例えば人の幸福度って数値化できるのかというと、

なかなかどう数値化したらいいか分からないんですけど、実際にそういうことを数値化

しているところはたくさんありますし、何とか数値化をしたらいいと思います。

先ほど話の中で例えばあるんですけれど、ふるさとキャリア教育、これはじゃあ数値

化としてはすごく難しいものの一つだと思います。幸福度と同じように。具体的な数値

目標は提示できませんがというふうにありましたが、大山町の教育基本計画の中で、地

域づくりに興味があるかとか、そこに関わっているかというような指標を数値目標とし

て定められていると思います。例えばこれの、計画はつくったらつくりっ放しじゃなく

て、令和６年度までに数値目標として立ててる数字が教育委員会としてあると思うんで

すよね。令和５年なので、またそこまで行ってないと思うんですけど、途中経過として、

今どこまで進んでて、この状況でいいのか、目標が高過ぎたのか、達成できてるのか、

この辺は随時数字と向き合っていかなくてはいけない部分だと思うんです。なので、立

てにくいものも教育委員会さんでしっかり数字を立てて、目標値、立てられてるので、

数字が全てではないですけど、必ず数字が達成できてないときにはその要因があります。

その要因を仮説を立てて臨まないと課題の解決に進まないと思うんですけど、その辺は

いかがでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 西本議員のおっしゃるとおりだと思います。やはり年度ごと

にそれは数値と見比べてみて、達成がどの程度、何％ぐらいできたのかということは、

常に把握しながら進めていくべきだというふうに考えました。ありがとうございました。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 今後、そういった数値を少し意識していただけるという
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ことで、出る結果が恐らく変わってくると思います。何度も言いますけど、数字が全て

じゃないですし、ただ、課題を解決するっていうことに対しては、分かりやすい目標値

というのを定めて、それに向かって知恵を絞っていくということはすごく大事だと思い

ますので、ぜひそういったことでやっていただきたいなというふうに思っています。

３本柱は、今後、上位計画にもしっかり反映させていく方向でということで考えてま

すので、１問目はこれで終わりたいんですけど、最後、英語教育のことだけ少し話をし

ておきたいなと思います。

理想のゴールはあるのかということで、英語教育、今、大山町の中では、話す、書く、

読む、これが弱いということなんですけれど、どの程度話せればいいのかというのは、

先ほど中学校を出るときまでにはコミュニケーションが取れる、自分の意思表示ができ

るということが一つの目安だというふうに言いました。今現在、それが例えばどの程度

卒業生が行えるようになってるかっていうのは、どういうふうな把握の仕方をされてい

るんでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

今、西本議員が言われたどの程度話せるかというのは、一人一人の子供の状況が違い

まして、先ほど数値目標のことを言われましたが、数値目標としてどういうことが考え

られるのかということを含め検討した上で、比べていきたいなと思っております。例え

ば英検３級以上、目指せ英検３級以上というのも一つの小さな目標にも上げているんで

すけど、例えば３級以上の者が去年より比べてこれだけ増えたとか、そういうことも一

つの指標にもなるのかなと思います。実際、今年度から英検を受検する者には補助を出

しておりますし、それから、英検を受検するための講座、受検対策講座も計画しており

ます。また、意欲の向上ということで、保育園などの保護者への啓発も考えております

ので、そういった意欲の部分がどの程度数値として表せるのか分かりませんが、意欲で

すとか、それから学力状況調査の数値ですとか、それから英検の取得状況ですとか、数

値として考えれるものはほかにないのかどうかということも検討を含めながら取り組ん

でいきたいと思っております。以上です。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 英語の話が今あったと思います。英語のどこまで話せる

ようになるかというのが、先ほどコミュニケーションと意思表示という話が出たと思う

んですけれど、もっと具体的に教育委員会が求めるところが明確になったほうがいいと

思います。例えばビジネス英語としてばりばりできたほうがいいのか、旅行としてでき

るぐらいでいいのかっていうことが明確になれば、それをはかる方法というのもおのず

と生まれて、それを数値化する目標値の立て方とか、それをはかる方法というのも出て
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くると思います。

ちなみに、話すだけでいえば、話す回数が増えれば増えるほど話せるようになると思

いますし、どちらかというと、検定で資格を取ったからといって、話せるのがイコール

かっていったときに、一つの目安ではあるんですけれど、私も外国とか海外旅行へ行っ

たりとかして感じるんですけど、知識がある、単語を知ってるとかっていうよりも、自

分がしゃべれると思ってるかどうかって結構大事だなというふうに思ってますので、そ

の辺が、自己評価ですね、自己評価を数値化するというのも面白いかなというふうに感

じます。

２問目に行きたいと思います。少々お待ちください。

２問目です。宿題は本当に必要なのか。

夏休みも終わり、２学期が始まりました。ここ近年の宿題の量を多いと感じるのは私

だけでしょうか。大山町の教育の方針である確かな学力を身につけるため、完全に不必

要とは思いませんが、今年は夏休みの宿題をなしにしたという学校の記事を新聞やメデ

ィアでもよく見かけます。宿題は必要だと言う保護者と不必要だと言う保護者がいるの

は、どちらの理由も何となく理解できますが、議会の中で唯一小学校の子供がいる議員

として、私としては、保護者２０名程度に聞いてみました。宿題不要、特に夏休みの宿

題は不要という保護者がとても多かったように感じました。ちなみに、多かった意見と

しては、夏休みの宿題は親がやるものだよねということで、声が多かったです。大山町

として、教育委員会として、宿題のありなしについて、見解を問いたいと思います。

夏休みは何のためにあるのでしょうか。

２つ目、夏休みの宿題は本当に必要なのでしょうか。

３つ目、ふだんの宿題の必要性はいかがなものでしょうか。

４つ目、学校の勉強、その後の宿題、習い事など、今の子供たちはいつ遊べばいいか

分からないぐらい忙しいと思います。これに対しての見解は。

５つ目、放課後、子供たちに自然や地域、主体的に興味があることに取り組める時間

をつくるために、宿題をなくすということはいかがでしょうか。

６つ目、経済的支援の子育て世代も助かるが、子供、親、先生の全ての負担がなく、

働き方改革にもつながる宿題がなくてもある程度学力がある町を目指してはいかがでし

ょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 西本議員からの御質問の宿題は本当に必要かという御質問で

すが、この問題については、この放送をお聞きの保護者の皆様の質問だったり、また、

児童生徒の素朴な疑問なのかもしれません。問題提起いただきました。

まず、質問内容の１番目ですが、夏休みは何のためにあるのかということですが、夏

休みは、学校教育法施行令に定められている休業日でありまして、もともとはこの季節
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の暑さによる授業の困難さを避けるためのものであります。

２問目の夏休みの宿題は本当に必要なのかということですが、夏休みの宿題について

は、１学期の学びの復習のために必要であると考えております。あわせて、子供たちに

とって、学校ではできない豊かな体験ですとか、まとまった時間で挑戦できる自由研究

とか、飼育体験、栽培体験、巣箱とかの作品制作など、じっくりと取り組むチャンスの

時期と考えております。

３つ目のふだんの宿題の必要性はについてですが、ふだんの宿題は、その日の学習の

定着のために必要というふうに認識しております。

４番目の学校の勉強、その後の宿題、習い事など、今の子供たちはいつ遊べばいいの

か、子供たちが忙し過ぎる気がするんだがということですが、これは、各家庭の考えに

よりまして、習い事などで忙しい子供がいる状況は承知しております。本町から出して

おります「家庭学習の手引き」では、家庭での宿題については、原則、帰ってからすぐ

にと定めておるところでございますが、各家庭の状況に応じ、宿題のタイミングについ

ては、家庭でのルール決めをしていただくことを期待しているところでございます。

５つ目の放課後は子供たちに自然や地域、主体的に興味があることに取り組める時間

をつくるために宿題をなくしてはどうかという御質問ですが、先ほどの説明のとおり、

家庭学習は重要であり、これはなくすことはできないというふうに考えております。

６番目ですが、子供、親、先生の全ての負担がなく、働き方改革にもつながる宿題が

なくてもある程度の学力がある町を目指さないかということですが、基本として、学力

の向上は子供たちの生きる力を育むためには必要であると考えておりまして、宿題がな

くて学力が伸びるということはちょっと考えにくいというふうに思っておりますので、

宿題は基礎学力の定着のためには欠かせないものであるというふうな認識を持っており

ます。

町長答弁も同じでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 教育長の答弁をまとめますと、いろいろな理由で宿題は

必要だという、そういったことだったというふうに思います。いろんな保護者の方に聞

いても賛否が分かれます。子供たちはないほうがいいっていう子供は確かに多いです。

夏休みの宿題などに対しては、親の宿題だよねっていう声が先ほども多いという話だっ

たように、親はすごいかなり負担感が、親が結構やってますと、特に自由研究って、親

がどれだけ頑張ったかだよねというような声もあります。一部かもしれませんけど。で

も、教育長もお子さんがおられる家庭として思い当たるところが多少あるんじゃないか

なと、学校の元教師としてというふうに感じますけれど、私、多分思いますという形で

話してもらちが明かないので、今回この質問するに当たって幾つか論文をちょっと調べ
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てきました。ちゃんとした論文でエビデンスというとこ、宿題から見た学校と家庭の関

係ということ、３つポイントだけ紹介させていただきます。

宿題や家庭学習の縮減や廃止が学力低下をもたらすという十分な根拠はない。学校教

育が家庭に依存することに不平等性が指摘されたということもあります。２つ目、家庭

が学校の指示に従う関係になっている。これを指摘している論文も学校と家庭の関係と

してはありました。３つ目、宿題が根づいているのは家庭という無償労働の調達に成功

しているためである。こういった少し宿題に対して厳しい論文が幾つか発表されている

んですけど、今のことについて教育長いかがでしょうか。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

１日の２４時間の児童生徒の生活時間を見ますと、学校での生活は約８時間、家庭や

地域での時間は約１６時間ということで、学校生活は１日の３分の１程度なんですね。

今おっしゃるその家庭へ学力とか宿題とかを押しつけているんじゃないかなという論文

があるようですが、学校はそれを押しつけているわけでもなく、学校は学校なりに学校

での教育を進めながら、家庭も協力していただきながら一緒に子供たちの学力向上をや

っていきましょう、あるいは基本的生活習慣の向上をやっていきましょうということで

学校、家庭が一緒になって子供たちを育てていきましょうというスタンスで宿題を出し

ておるわけで、親に宿題をせということは学校は申してないというふうに思います。

先ほど親がやるもんだということですけど、親も一緒にやってもいいということもあ

ると思います。例えば小学校低学年で自由研究をする場合、何かテーマを見つけて夏休

み期間中じっくりと何かに取り組んでいこうというときに、やっぱり親子で一緒にやる

ことによって親子のコミュニケーションも深まりますし、低学年の時期はいろんな経験

が少ないですから、親がある程度関わってやらないとそういった自由研究まではやって

いくことができません。そういうことによっていろいろな発想ができ、高学年になった

ら自力で自分で自学、学習ができるというようなことになりますので、発達段階に応じ

て親も一緒にやっていってもらったらそれでいいというふうに考えております。以上で

す。

○議員（２番 西本 憲人君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 西本議員。

○議員（２番 西本 憲人君） 時間があまりないので、もちろん学校だったり教育委員

会から協力してもらってるっていうスタンスだと思います。ただ学校側の思惑と家庭で

の思惑、どちらも学習が必要だっていうふうに認識はしていながら、どうしても宿題と

いう形でここからここまでこういうふうにやってくださいという強制力を感じる保護者

が多いのも事実だというふうに思います。実際そういうふうな調査をして、そういうふ

うなエビデンスがあるみたいです。なので協力をしていただくということでしたら、あ
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る程度教育委員会が子供の学習がここまでこういうふうに必要だから、家庭ではここま

でこういうふうに協力が必要ですと。だからこういう目的でここまで出してますという

ことがコミュニケーションとして取れてなくてはいけないと思うんですけど、恐らく今

の現状、夏休みでもふだんの宿題でも各学校、各担任の先生に委ねられているという現

状だと思います。しっかり先ほどの大山町は子供たち、児童たち、生徒たちをどういう

ふうにどこまで学力をしていきたいんだということを明確にして、そこを現場に落とし

ていくことが必要だと思います。

先ほどは宿題ちょっと否定的な意見を言ったんですけど、実はたくさんの論文を読ん

で調べていたときに宿題をなくしたほうがいいという論文ってほとんどなかったんです。

逆に、宿題があることによる効果をうたう論文のほうが多いように感じました。中でも

１日当たり１時間以上勉強する子供たちは学力が平均正解率が高いという結果であった

り、様々なこういった宿題をすることでのメリットを結果的にうたってることがとても

多かったように感じます。

ということで、私の仮説としては宿題はあることによってある一定の学力向上にはつ

ながりますけれど、何となく出してる宿題は先生の負担、家庭への負担、子供たちも全

ての子供たちがその宿題によって学力向上するわけじゃなくて、できる子は作業になっ

ていてつまらない、できない子は家でやってもできなくて分からない。強制的に押しつ

けられることで無理やり勉強して最低限の学力を担保する子供たちにのみ影響があって、

それ以外の子供は意味がないけどやらされてるというような状況に陥りがちなのが宿題

だと思います。ぜひ何のためにやるかというのを明確にして、宿題が出していける環境

もしくは宿題をある程度省いていく環境っていうのを整えることが教育委員会としても

大山町の教育としても必要だと思います。

最後、教育長と町長お二人に答弁いただきたいんですけど、今のことを踏まえて親と

して、教育委員長として、首長として宿題についてどういうふうなことか。町長として

は少し時間がないんですけど、宿題があるない、そういう教育の目的が明確になること

によって町の教育の質が担保されると思います。それによって教育の魅力化を感じて、

移住してくる方たちも増えるんではないかなと。その辺のことも踏まえながら、お二人

に答弁していただいて終わりたいと思います。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

まず宿題、今の御質問は夏休みの宿題でよろしいでしょうかね。全部の宿題ですね。

○議員（２番 西本 憲人君） はい、全部の話です。

○教育長（鷲見 寛幸君） 分かりました。

まず、私の思ってる宿題の必要性というのは先ほど言いましたように学力の定着を図

るというものですが、学力の定着することによって子供たちは知らないことを新たに身
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につけることによって、夢や希望を見つける一つの手段にもつながってくるんだという

ふうに思います。それは今のふるさとキャリア教育にもつながることですし、そして夢

や目標をかなえるために専門的な知識を増やそうとするという意欲にもつながってきま

す。また、学力が定着して能力が高まることによって社会人になってから仕事に就いた

ときに活躍の場ができるということで、やっぱり広い視野を持ってこれから先、生活し

ていくことができる、そして生きる力を身につけるために宿題はつながってくるもんだ

と思います。

例えば夏休み、いろいろ忙しいという意見もお聞きしますが、じゃメディアに接する

時間がどのくらいあるのかということを調査してみますと、大体大山町の子で小学校６

年生で２時間ぐらいテレビ、動画、インターネット、ゲームについてる子が３５％いる

とか、中学生においては３時間ぐらいというのが３１％いるというような状況がありま

す。宿題が多過ぎてほかのことができないんじゃなしに、むしろ削るのはこういったテ

レビ、ゲームに関わってる時間を削り、勉強するときには勉強する。そして自分の好き

なことには自分の好きなことをやる、習い事をするというふうに持っていくほうがいい

というふうに考えています。

そして夏休みもし宿題をしない、１か月フリーになって何もしないということになり

ますと、それはもう継続は力なりということがありますが、２学期に入ってから困りま

す、その子は。１学期の学習が定着してなければ２学期の学習についていけなく、２学

期になって勉強が分からないから学校に行きたくないとか、また自由な生活をしていた

ために夜と昼が逆転してしまって２学期の基本的な生活習慣に慣れていかないというよ

うなこともあるので、夏休みの生活というのは２学期のいいスタートを切るためにも大

切な時期だと思います。そこで計画を立てて、お出かけするときにはお出かけの分今日

はたくさん勉強しとこうねとか、夏休みが終わるまでにこれだけの宿題しようと思った

ら毎日ここまでやったらいい、ここまでやったらいいというスケジュール感を自分で立

ててやっていく。これはもう社会人になってもつながる大切なことなんで、自分のそう

いった生活をコントロールしながら目標を立てるということにもつながってきますので、

宿題のメリットというのはたくさんあると思いますので、ただ先ほど西本議員が言われ

た保護者に説明というのはやはり教育委員会が説明するのではなく、学校現場が子供た

ちに必要だと思われる宿題を出してるので、例えば１学期の終わりの保護者懇談会でこ

のような宿題を出すんだけど、これはこういう学校として願いがある、担任として子供

たちこういうふうに育ってほしいという願いの中で宿題を出してるんだということで、

何となく宿題を出してる教員はいないと思うんですけど、それなりの理由があって宿題

を出してると思いますので、それについてはやっぱり学校サイドでしっかりと保護者に

説明をしていく必要があるのかなというふうに考えます。

すみません、長くしゃべってしまって町長さんの出番が少なくなりました。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。
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○町長（竹口 大紀君） あと２分ですかね。

○議長（米本 隆記君） ２分半でまとめてください。

○町長（竹口 大紀君） 分かりました。

この５０分の間でようやく発言の出番が回ってきましたが、２分半でそれをまとめま

すと、まず宿題は必要じゃないかなというふうに思ってます。理由としては、やっぱり

学校から課せられる課題が減りますと、これは例えば宿題に例えるとやる家庭はやるし

やらない家庭はやらないということで、だんだん二極化してくると思います。これで公

教育で担保しなければいけないその基礎学力の部分に家庭によってかなり差がついてく

るというような状況が考えられますので、宿題は大事じゃないかなと思ってます。

もう一つは、宿題もそうですけども実際皆さん社会人になって働かれて世の中で生き

ていくためには、自分のやりたいことばっかりやっとっても生きていけれんわけです。

会社から課せられる仕事だったり、あるいは社会から求められる使命だったりとか、そ

ういうものに対応していかなければならないという場面はもう皆さんよくよく接してお

られると思いますが、いかにそうした課題に対して効率よく短時間で、かつなるべく質

よく済ませるかというところは、自分の余暇の時間とか自分の使いたい時間を確保する

ために必要なスキルではないかなというふうに思っています。そういったものを例えば

宿題が多くてほかの時間がないというのであれば、いろんな工夫をしてその宿題を効率

よくやるとかいうところも宿題をやって基礎学力を定着させる以外のスキルアップとし

て非常に大事ではないかなというふうに思っております。

私自身も小学校高学年とか中学生ぐらいに宿題面倒くさいなと思ってて、大体やらず

に行ったことはないですけれども、ちゃんとやって行きましたが、その中で編み出した

方法としては、１年間の最初の４月ぐらいに１年分の問題集とか計算ドリルとか漢字と

か全部１か月で１年分やってしまう。そうすると宿題ほとんどやらなくていいですから

やってしまって、１年分それがまた予習になって授業もよく分かるというようなサイク

ルで小学校高学年から中学校を卒業するぐらいまでずっとそれで回しておりましたが、

そんなやり方もすれば宿題の量は減らせるわけですし、いろんな工夫によってそれぞれ

学力を高めたり余暇の時間を確保するということはできるのではないかなと思っており

ます。

今後も宿題の在り方を含めて大山町の教育環境がよくなるように取り組んでいきたい

と思っております。

○議員（２番 西本 憲人君） 終わります。

○議長（米本 隆記君） これで西本憲人議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は２時とします。

午後１時５１分休憩
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午後２時００分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

次、７番、門脇輝明議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） ７番、門脇輝明です。本日は、通告に従い２問質問をさ

せていただきます。

１問目は、公共施設の防犯対策について質問させていただきます。

日々様々な事件や事故が報道されております。中には右から左に聞き流すことも多い

ですが、いざというときに適切な行動を取るためには我が身に置き換えて自分のことと

して考えることが大切だと思います。

去る７月６日には、宮城県で小学校に軽トラックが進入し児童４人をはねて負傷させ

た事件がありました。過去には刃物を持った不審者が教室に侵入し、児童を襲ったこと

もございました。昨今の社会情勢を見てみますと、周囲から平凡と思われていた人があ

る日突然に凶行に及ぶといった事例は報道に枚挙がございません。その標的は子供や高

齢者あるいは障害のある方、女性といった身体的弱者と言われる人となっており、卑劣

極まりないものがあります。

近年、ＳＮＳ等によりそういったあしき行為に関する情報が拡散しており、車で自由

に移動できる範囲が大きく広がった現在におきましては都会とか田舎とか関係なく、我

が大山町においてもいつ何が起こってもおかしくないと感じているところです。

そこで、次の点について伺いたいと思います。

１点目、学校や診療所など身体的弱者と言われる方々が多く利用される施設の防犯対

策に対する町の考え方をお伺いします。

２点目、施設や設備は防犯を意識して十分におのおのの施設で整備されておりますで

しょうか。

３点目、防犯訓練は適切に行われておりますでしょうか。

以上、３つのポイントについてお伺いします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見寛幸教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 門脇議員からの御質問の公共施設の防犯対策はについてお答

えいたします。

１番目の学校の防犯対策の考え方はということですが、保育施設や学校においては平

時の備えと見守りの強化を図ることが重要であると考えております。子供たちが安心し

て過ごし学べるよう、安全を一層推進することに努めております。例えば平時の備えと

いたしましては危機管理マニュアル等の確認・徹底、職員等の対応能力の向上、防犯カ

メラ等の整備や防犯用具の常備、来訪者管理の徹底を実施しております。
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また、見守りの強化としては、スクールガードリーダーの育成支援、広報活動の強化、

警察や教育委員会との情報共有、相談体制の強化を行っております。

２問目の施設や整備は防犯を意識して十分に整備されているかということですが、現

在町内全ての小・中学校には防犯カメラを設置しております。また、保育施設において

は今年度設置したところです。そのほか、さすまたや催涙スプレーなど万が一の事態に

備えた防犯用具の常備や樹木の適正管理など、防犯対策を意識した備品整備や環境管理

を実施しております。

３問目の防犯訓練は適切に行われているかということですが、本町では毎年保育施設

及び小・中学校においてスクールガードリーダーによる防犯教室、防犯訓練を実施して

おりまして、文部科学省が全国の成果事例として挙げております広報におきましても鳥

取県の中で大山町はスクールガードリーダーによるこういった対策をしているというこ

とを公表していただいておりまして、評価をしていただいているところでございます。

具体的な取組事例としましては、映画鑑賞ですとか不審者対策の話を聞くなどの園児、

児童への防犯教室がありますし、侵入防止対策や樹木管理など施設の安全点検も行って

おります。さすまたや催涙スプレーなど防犯用具の使い方の訓練ですとか不審者侵入に

備えた防犯訓練なども実施しておりまして、平時のみならず万が一の事態の対応に備え

ているところでございます。

以上で答弁とさせていただきます。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 門脇議員の一般質問にお答えをいたします。

公共施設の防犯対策について３点お尋ねをいただいておりますが、私のほうからは診

療所などの公共施設に関してお答えをさせていただきます。

まず、防犯対策の考え方についてのお尋ねですけれども、防犯対策の考えにつきまし

ては利用者の命を守って安全を確保するために施設の管理、防犯体制、緊急時の対応体

制を適切に構築する必要があるというふうに考えております。

また、設備が十分に整備されているかというお尋ねですが、一部診療所でさすまた等

を設置しているところでありますが、十分かといえば十分な状況とは言えないというふ

うに認識をしております。

３点目の防犯訓練は適切に行われているかというお尋ねですが、さすまた等の使用方

法の確認は行っているところでありますけれども、今後防犯対策マニュアルを作成して

定期的に訓練を行っていきたいというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 教育長、町長からそれぞれ答弁をいただきました。
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まず、防犯対策の基本的な考え方ということで教育長のほうから答弁がありました。

内容としては、それぞれ適切な基本的な考え方をしていただいているというふうに確認

ができました。

その中でお話があったわけですけども、スクールガードリーダー及びスクールガード

の活動状況、その辺のところをもう少し説明いただければと思います。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） スクールガードリーダーによる巡回指導を保育所、小学校、

中学校でいただいているわけですが、具体的なところにつきましては担当のほうから報

告させていただきます。

○幼児・学校教育課長（源光 靖君） 議長、幼児・学校教育課長。

○議長（米本 隆記君） 源光幼児・学校教育課長。

○幼児・学校教育課長（源光 靖君） 具体的に全てを申し上げるよりも、例示という

ことで御理解いただければと思います。

まず、今教育長からもございましたように、各保育所におきまして例えば不審者侵入

に備えた防犯訓練でございましたり、これは例えば犯人役、侵入者役というようなとこ

ろをしつらえて行う防犯訓練。それから、それ以外にも例えばＤＶＤを視聴しながらこ

のような危ないケースがあるというようなことを児童生徒に認識させながら、後からス

クールガードリーダーのほうでそれに対して補足の説明を行うというような教育も行っ

ております。簡単ですが以上です。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） スクールリーダーの状況は説明いただきまして分かりま

した。

その中で、言っていただけませんでしたけど見守りというのが出ておりましたけれど

も、これＰＴＡ等による子供たちの見守りも一つの防犯対策になるのかなと思っており

ます。その辺のところで、それらのＰＴＡに対するただ単についていってもらってると

いうよりも、防犯を意識してついていってもらうということはやっぱり随分違っていく

んじゃないかなと思っております。ＰＴＡの方に対するそういった研修、連絡等はどの

ように行われておりますでしょうか、お伺いしたいと思います。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） ＰＴＡに対する研修等については具体的なものがあれば担当

から申し上げますが、ＰＴＡに限らずに地域の方にも見守りのお願いはしているところ

でございます。例えば登校時、下校時に玄関の前に立ってもらって子供の登校、下校す

る様子を見ていただくだけでもこれは防犯対策にもつながりますし、有志の方には子供
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たちと一緒に学校まで歩いて登校していただける保護者もあります。これはこちらから

お願いしてるわけでもなく、自ら保護者の立場で子供たちの安全を守ろうという意識で

していただいてるというふうに把握しておりますし、大山町としても見守り隊という組

織をお願いしておりまして、信号の横断歩道を渡るところの危険な箇所ですとかそうい

うところに立っていただいて、登下校を見ていただくというところも含まれておると思

います。ですので保護者に限らずに地域の方も含めながら、子供たちに関わる人皆さん

で安全を確保していただいてるというふうに認識しております。以上です。

○幼児・学校教育課長（源光 靖君） 議長、幼児・学校教育課長。

○議長（米本 隆記君） 源光幼児・学校教育課長。

○幼児・学校教育課長（源光 靖君） 教育長のほうでほとんどお答えいただいてる状

況ですが、少し補足といたしましてＰＴＡのほうの御協力をいただいて、特に小学校、

中学校につきましては下校のときの見守りというような活動をいただいてる学校もござ

います。

それから、あと不審者情報等につきましては必要に応じて保護者の方にも共有を行う

というような取組を行っております。以上です。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 先ほど一番最初でも出したんですけれども、そういった

学校あるいは公共施設に関わる犯罪あるいはそういった事件があったときには、皆さん

分かっているとは思いますけれども、やっぱりしかるべきところから留意するようにと

いう一声、声かけがあったほうがその都度防犯意識が喚起されると思いますので、そう

いった情報に敏感に反応することが大切になっていくと思いますけれどもいかがでしょ

うか、教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

先ほどのスクールガードリーダーによる巡回指導の研修の中では、そういった想定外

といいますか突如起こるような先ほどの例に挙がりました車が学校に進入してきたりと

か不審者が学校に入ってきたとか、そういったＤＶＤを用いたそういった研修もありま

す。これは教職員のみならず、場合によってはＰＴＡの中でそういった研修を行う場合

もあります。学校においては、学校長を集めた会の中で必要な共通していかないといけ

ない必要な情報があれば教育委員会からこういった例があるということを指示しており

ますし、学校においては先ほど申しましたように防犯マニュアルというマニュアルが置

いてありましてこれに基づいた防犯訓練を行っておりますので、これは繰り返し行うこ

とによって教職員の意識、防犯の意識を高めるというところにもつながっておるという

ふうに考えております。以上です。
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○議長（米本 隆記君） こっちはいいですか。さっき公共施設って最初に言われたんで

すが、よろしいですか。

○議員（７番 門脇 輝明君） 町長、次のやつで組ませてもらいますんで。

○議長（米本 隆記君） いいですか。

○議員（７番 門脇 輝明君） はい。

○議長（米本 隆記君） 分かりました。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） マニュアル等はそれを見ながらやっているということで

すけども、往々にしてマニュアルは年１回しか見ないというようなそういった実態もあ

るのではないかと思いますので、機会を捉えて、いつ何があるか分からないという意識

で取り組んでいただければ、そういった臨時のマニュアルを見るような状況も出てくる

んじゃないかと思います。ふだんやってなければ突発事項には対応できないと思います

ので、可能な限りやっていただければと思います。

それで次に防犯に係る施設設備の整備についてお伺いしたいと思いますけれども、学

校においては防犯カメラが設置をされている。保育園は今年度設置をされるということ

ですし、防犯用具、さすまた、催涙スプレー等は整備をされている。そして樹木の管理

に対する防犯対策は管理をきちっとしながらやっているということですけれども、昨日

学校のほうを若干お伺いしてグラウンド等を見させていただいたんですけれども、注意

して見ますとフェンスが切れてたりあるいは開放されていたりということで、一般の車

両が自由にグラウンドの中に入ってこれるような状況の部分もございました。全部が全

部閉鎖ということはできないと思いますけども、そういった部分に可能な限りやっぱり

安易に入ってこれないようなそういう設備を整えることは大切ではないかなと思ってお

ります。

また、診療所等のとこについては当然外来者をカットすることができませんので、さ

っき学校のほうでありました防犯カメラの設置とか、あるいはさすまたは常備されてい

るようですけれども、そういった他の手段でできること、そしてマニュアルはまだでき

てないということですけれども、職員さんのそういう不審者が入ってきたときの対応の

やり方っていうのは常日頃訓練をしていないとなかなか対応できない部分だと思います

ので、防犯カメラの設置も併せてそういった整備が必要ではないかなと思います。教育

長と町長のほうから答弁をお願いします。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

門脇議員のおっしゃるとおり、今、学校現場また保育現場見ますと全てが塀に囲まれ

てるわけでもなくこういった大山町の環境ですので、割とオープンな施設であるという
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ふうにも私も同じように認識しております。この機会に、毎年点検はしてるんですが、

学校現場のサイドから見てここは危険じゃないかとか優先的にここのところは整備した

ほうがいいじゃないかということを再度確認をしまして、優先度の高い順から徐々に整

備していくとか考えていきたいと思っております。以上です。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えをします。

門脇議員の御質問されたとおりだというふうに思っておりまして、必要な設備の整備

というものはしていかなければいけないと思っております。

今後、防犯対策マニュアルの作成をして、定期的に訓練をしていく上でも必要な設備

等がそこで明らかになってくると思いますので、必要なものを整備していきたいという

ふうに考えております。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 防犯訓練をしていただいてるということですけども、そ

の中身についてもう少し詳しく説明をいただければと思いますが、さっき整備されてお

りましたさすまたですけれども、単純にやると非常に効果がないというふうに言われて

おります。あるいはさすまたでなくてもほかのものを使って同様の効果が得られるよう

な訓練もあると聞いておりますけれども、そういった防犯訓練の中身、生徒の避難誘導

も含めてそういった内容分かりましたらこの説明をいただければと思います。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

先ほど若干の説明はしたかもしれませんが、例えばさすまたを使ったもの、おっしゃ

るとおりさすまたの原理ですとか使い方を知らずにやみくもにその侵入者に持っていく

と、逆にそれを逆手に取られてそれが凶器に変わるというような状況もあります。さす

またのこの正しい使い方というのをスクールガードリーダーに学び、そして実践の訓練

も行います。これは教師とスクールガードリーダー、教師が犯人役になったりとかしな

がら実際に使って取り押さえていくというところで、保育所も小学校も中学校もこれは

毎年やってるわけではなくそのテーマを決めて、今年は教職員のそういったさすまたと

か防犯用具を使った訓練にしようというテーマを決めたり、またこの年は児童生徒の防

犯訓練にしようということで、不審者が刃物を持ってやってきたというときに児童がお

る中でどのように教職員がそこを防いでいくのかというような訓練をしたりとか、特に

保育所でありますとそういったなかなか犯人に立ち向かっていけない状況もありますの

で、それをどのように防いでいくのか。それは物を使っての防ぎ方もありますし、また

インターホンとかベルを使っての知らせるとかそういうようなこともありますので、そ
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れを実際にここにこういったインターホンなり防犯ベルがあるということも確認を取り

ながら、いざというときの対応ができるような毎年何らかの訓練を行っているところで

す。以上です。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 今、実際に器具を使った訓練というふうな説明いただき

ましたけども、利用者、生徒を含めてそういった人たちの安全を守るというのが一番大

事な部分だと思っております。そういう意味で、職員による避難誘導というのが安全を

守る上で一番キーになってくるかなと思いますけども、そういった訓練、先ほどちょっ

と言及がありませんでしたので、やっていらっしゃると思いますけれども、その辺の説

明若干いただければ。

○教育長（鷲見 寛幸君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 鷲見教育長。

○教育長（鷲見 寛幸君） お答えいたします。

議員の御指摘の避難誘導という部分ですが、これについても実際いろんな場所が考え

られて、侵入者ですとか何か物が入ってきたりとかいろんな場面があるんですけど、そ

れがなるべく実際起きたとしてもすぐ対応できるような訓練になるように、教職員なり

児童生徒にこういったときにはこっちのほうに逃げるんだよとか、そういったことも含

めた防犯訓練は学校ごとにやっておるところでございます。以上です。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） しっかり防犯訓練等をやっていただきまして、今後とも

学校の安全というのを守っていただければと思います。

それでは、次の質問に移りたいと思います。

次は、２問目は燃油高騰対策の拡充をということで質問をさせていただきます。

ガソリンや灯油の値上がりがずっと続いております。食料品等、生活必需品の値上が

りもまた続いております。年金生活者にとって、間もなく迎える寒い冬を越すための暖

房用灯油代の支弁は心配の種となっております。

町は、今回上程されている令和５年度一般会計補正予算（第４号）において町民税非

課税の６００世帯を対象に７月から９月分は月額６６６円、１０月から３月分は月

額５００円の助成金を計上してあります。その１０月から３月分の計上された５０

０円でございますけれども、灯油を買うとすれば１８リッター入りの灯油缶で１本半に

も満たないような金額になります。寒い時期には、ストーブ１台ともしたとしても１週

間程度で消費されているような計算になると思います。

一方、隣の町の伯耆町では第六弾分、要するに１０月から３月分というところで全世

帯に２万円を助成するとの話も聞いております。
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そこで、次の点について伺いたいと思います。

１０月から３月分を月額５００円と算定した理由を教えていただけませんでしょう

か。

２番目、対象が住民税非課税世帯となっておりますけれども、その次に町民税が均等

割のみの世帯もあります。その町民税が均等割のみの世帯数は何世帯あるでしょうか。

その非課税世帯と所得の差がそんなにないのではないかなと感じております。その方々

に対する助成はいかがなものかなという意味で、どのぐらいの世帯数があるのかお答え

いただきたいと思います。

そして３番目、助成の対象を拡充して町民税が均等割の世帯をこれを含めて助成する

ことはできないでしょうか。

４番目、今後の物価上昇に対応して助成額を増額することは考えられないでしょうか、

お伺いします。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 門脇議員の２問目の質問にお答えをいたします。

燃油高騰対策の拡充について４点質問をいただいておりますが、まず１点目の１０月

から３月分を月額５００円と算定した根拠のお尋ねですが、これは県の補助基本額の

算定根拠に基づいて計算をしているところでございます。基準としまして令和３年４月

を基準として、令和５年１０月と比較したときにその差額が月４５３円。また、令和

５年１１月から令和６年３月に関しては月額で差額が７１３円ということで、この６

か月分の合計が１万０１８円ということになりますので、６か月で割り戻した額が月

額５００円ということになっております。

２点目の町民税が均等割のみの世帯数のお尋ねですが、システム上住民税均等割のみ

の世帯を抽出するということができませんので世帯数をお答えするのは難しいところで

すが、均等割のみ課税されている人は約２００人いらっしゃいます。

３点目の助成の対象を拡充して町民税が均等割のみの世帯数を含めることはできない

かというお尋ねですが、これは先ほど答弁したとおりで均等割のみの世帯を抽出すると

いうことができませんので、対象範囲の拡充というのは困難だというふうに考えており

ます。

４点目の今後の物価上昇に対応して助成額を増額することはできないかというお尋ね

ですが、これは今、国、県も新たな支援策に向けて何か動きがあるというような状況の

ようですので、それを注視しながら検討してまいりたいというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） ４番目のポイントに対して、今後の物価上昇に対応して
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助成額を増額するということは国や県の状況を見ながら必要があればやっていくという

ふうに理解をいたしましたけども、よろしいでしょうか。

首を縦に振っていただいておりますんで、そのように理解したいと思います。

５００円と算定した根拠というのは理解はできました。ただ、根拠は理解できまし

たけれども、この目的っていうのが、やっぱり冬の寒いときに所得の少ない方の支援を

するというこの目的であると思います。国は、あるいは県はこれだけしか出さないとい

うかこういった計算で算出しているから町もそれでやるんだっていうのはある話かもし

れませんけれども、やっぱり町民の状況を考えていくならば弾力的な運用もあってもい

いんではないかなと思います。

特に、今言いましたように５００円の補助では１８リットルの灯油缶１本半にも満

たない、その分しかないというふうな状況ですので、隣の伯耆町で２万円という話にな

るとその多分単町で持ち出しをして、相当額を単町から持ち出しして助成をしていると

いうふうに思われますけども、本町もそういった財政、単町からの持ち出しをして含め

ることができないでしょうかという、今、聞いても多分即やっても難しいなと思うとこ

ろは理解できるんで、今後の物価上昇分についてはその辺りも含めて検討いただけない

でしょうかということです。それをお伺いしておきたいと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず今後の見込みにつきましては、これは今の補正予算で提案をさせていただいてお

りますが、その後に少し県の動きが変わりましたので全員協議会でいろいろ御説明をさ

せていただいたとおりで、確定しております第五弾分、いわゆる７月から９月分の６月

補正分はそのまま執行させていただく予定ですし、その後に関しては今県が国の動向を

見てというようなところですので、町としても国、県の動きを見て対応していきたいと

いうふうにお答えをしたところです。

その上で、これは主に住民税非課税世帯に対しての支援策というところですが、つい

先日も町内の商工会から要望もあって、町内事業者の支援ということで町民の生活支援

ということではないですが、その事業者も燃油高騰、物価高騰、人件費の高騰等で非常

に苦しいというような要望も出ておりますし、そういう状況の調べのまとめも出てきて

いるところです。そういったものをうまく全体がよくなるように支援策をするというこ

とになれば、過去何回かやってきましたが、全町民に向けてまた町内で利用ができるよ

うなお買物券の配布、これは以前から説明をさせていただいておりますとおり生活支援

という側面もありますし、町内事業者にとっては町内事業者の事業の支援にもなるとい

うことでそういうことをさせていただいておりますが、また国もどういった予算づけを

するのかというところもまだはっきり見えませんけれども国の動き等を見ながら、また

その全体的な施策としてはこの住民税非課税世帯の助成制度とまた別に考えられるので
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はないかなというふうに思っているところです。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 町長の説明は非常に分かりやすいなと思いましたので、

そういった際にはぜひよろしくお願いをしたいと思います。

町民税の均等割のみの世帯はなかなか算出、要するに抽出しにくいという説明がござ

いましたけれども、ちょっと疑問に思うのは町民税の非課税世帯の所得と均等割のみの

世帯の所得はどのぐらいの差があるのかなと。要するに本当にすれすれの差で非課税に

なったり均等割のみになったりということであれば、どっかに線を引かなきゃいけない

わけですけれども、その線引きが本当にそれで適正なのか、住民の生活にとって本当に

なくてもいいのかっていう部分はちょっと判断しにくい部分がありますので、そういっ

た所得の格差はどの程度あるのか、分かりましたら御教示いただければと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

手元にちょっとないのでぱっとお答えできませんが、御指摘の趣旨からするとこれは

門脇議員のおっしゃるとおりだと思ってます。どこかで線引きをしてある一定層に支援

策をするということになると、そこのちょうどぎりぎりのラインの方というのが一番苦

しくなるというのは、この制度だけじゃなくて例えば教育や子育ての様々な支援策を所

得制限をつけるのかつけないのかとかいった、大山町だけじゃないです、国でいろいろ

議論されてますが、そういうものにもつながる話だと思っていて、基本的な考え方はや

っぱり所得制限ということではなくて、特に所得の多い少ないにかかわらず物価高騰、

燃油高騰というところは全世帯にあまねく影響しているというところですので、これは

全体の支援策がより適切ではないのかなというふうに考えているところです。

繰り返しになりますけれども、この今回の御質問をいただいております助成制度とは

別に、また全体的な政策もしっかり考えていきたいというふうに思っております。

○議員（７番 門脇 輝明君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 門脇議員。

○議員（７番 門脇 輝明君） 町長の説明はよく分かりましたので、終わりたいと思い

ます。

○議長（米本 隆記君） これで門脇輝明議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は２時５５分とします。

午後２時４２分休憩

午後２時５５分再開
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○議長（米本 隆記君） 再開します。

休憩前に引き続き一般質問を行います。

次、３番、豊哲也議員。

○議員（３番 豊 哲也君） ３番、参政党の豊哲也です。通告に従って、１問質問さ

せていただきます。

今回は、移住施策ということでさせていただきます。

どちらかというと移住施策というか住宅施策になってくるかなと思いますが、私は大

山町非常に人気があって、少子化問題言われますけども、今、自然減が減っていて実際

に社会増が増えてるような現状かと思います。それがもっともっとウエートとして社会

増が増えて、結果的に全体の人口増まで持っていけるんじゃないかと思っております。

ちょっとそうした大山町の明るい未来を思い描けるような、きらきらとした一般質問を

したいと思っております。

現在、本町ではありがたいことに移住を希望される方が多く、むしろ物件が不足して

いる状況であります。賃貸物件、新規の分譲物件、空き家、中古物件と移住者のニーズ

が様々あるものの、どの物件も不足しております。本町の現在の考えを伺い、政策提言

をさせていただければと思っております。

１番から３番が賃貸の物件で、４番から７番が新規分譲物件の質問になっております。

最後、８、９と空き家、中古物件の御質問としております。

１番が賃貸物件を補填する上で現在所子地区に町営住宅の計画がありますが、進捗は

どうでしょうか。また、それに付随し周辺の道路、公園などの整備はどのように行って

いく予定でしょうか。

２番、民間の賃貸物件を促進する何か手だてを今講じておられますでしょうか。

３番、南部町のように委託事業として賃貸物件を管理する手法を本町ではどう考えて

おられますでしょうか。

４番、大山口駅から大山インター周辺まで、非常に新規分譲地として人気のエリアと

成長してきております。ただ、今後新規分譲が農地法や候補地の問題ではなくて下流の

集落の排水許容量がボトルネックになりつつあると認識しております。短期、中期での

解決策はどのようにお考えになっておられますでしょうか。

５番目、民間事業者の新規分譲ごとに道路整備を行っていては商業地と住宅地のすみ

分けなどもできにくくなり、継ぎはぎの町になってしまうと思われます。都市計画やそ

れに準ずるものを検討しておられますでしょうか。

６番目、建設課が担当する移住定住促進事業で新規分譲地の補助、各地区の進捗状況

はどのようになっておりますでしょうか。

７番目、令和４年度当初予算にて、商業等用地造成事業として企業誘致のため土地造

成に向けた概略設計を実施するとして１５０万円委託料を計上しておりましたが、進捗

はどのようになっておりますでしょうか。
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８番目、空き家利活用において空き家の状況把握、見える化が非常に重要であると考

えております。琴浦町では、民間事業者と連携し１年間で調査を終え空き家の程度をラ

ンクづけ、またマッピングなどを終えております。本町の現状と今後の方針はどのよう

になっておりますでしょうか。

９番目、空き家利活用において様々な障壁があります。宅建業法が独自に設けられて

いるように高い専門性が必要で、クレームやいさかいなどが起きやすい業種であると認

識しております。物件化や案内など手間がかかり人手不足になりがちな業種であると考

えています。琴浦町では、５社の不動産業者と連携することでそうした問題を解決して

おります。本町では、民間不動産事業者と連携をどのように考えておられますでしょう

か。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 豊議員の一般質問にお答えをいたします。

移住施策についてということで９点質問をいただいておりますが、まず１点目の所子

地区の町営住宅の計画の進捗等に関してのお尋ねですけれども、計画地は現在農地であ

りますので農地利用計画の変更を申請しておりまして、１０月に農地転用申請を行う予

定であります。

また、ＰＦＩアドバイザリー業務のプロポーザル公告を行ったところであります。

道路につきましては、住宅整備対象地に隣接する道路を町道認定して、歩道を含む道

路改良を計画しているところです。

公園につきましては、住宅整備事業の中で整備する予定であります。

２点目の民間賃貸物件を促進する何か手だてを講じているかというお尋ねですけれど

も、今年度から空き家バンクに賃貸物件として登録される方に対して空き家の片づけに

係る費用を助成する制度を創設して、登録を促しているところでございます。

３点目の南部町のように委託事業として賃貸物件を管理する手法を本町ではどう考え

ているかというお尋ねですが、南部町では町がＮＰＯ法人に委託をして空き家の借り上

げですとかリフォームを行って、入居希望者に貸付けを行っておられます。大山町では

空き家バンクに登録された物件を入居希望者に紹介をして、修繕が必要であれば補助金

を御活用いただいているところでございます。

４点目の下流集落の排水許容量がボトルネックになりつつあるというお話で、その解

決策等についてどう考えているかというお尋ねですが、開発行為によりまして雨水の排

水量が増加するということは予想されております。現況の排水経路におきましてはＪＲ

山陰線の横断する水路がネックとなって、増加する排水を流下できない状況が考えられ

ます。ＪＲ横断水路の改修というのは非常にハードルが高くて難しいというふうに思わ

れますので、江東川などの河川に排水できないかというところは検討していきたいとい

うふうに考えております。
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また、該当するエリアの生活排水におきましては、大山口地区農業集落排水処理施設

で処理を行っております。令和４年度末時点での処理施設の稼働率は７ ５％でありま

す。これは計画人口３４０人に対して接続人口が０２５人ということで、７ ５％

ということになっております。

現在の計画中の住宅に加えまして大規模な開発が一気に進みますと、現在の処理施設

では能力が不足するものというふうに考えられておりますが、解決策としては中高所子

浄化センターへの統合等も視野に入れながら今後検討していきたいというふうに考えて

おります。

すみません、その前の③番のところで後半飛ばしましたが、南部町の事例についても

う少し、すみません答弁がありましたが、南部町の事例に関しては空き家を活用した賃

貸物件という点で南部町も大山町も同じような手法というふうに思っておりますが、南

部町は賃貸物件の管理委託をしているということです。大山町では今管理委託までは検

討しておりませんけれども、なるべく効率よく町内の空き家が活用されるように、ほか

の自治体で参考になる事例があれば取り入れていきたいというふうに思っております。

また戻りまして５点目ですけれども、民間事業者の新規分譲ごとに道路整備などを行

っていては継ぎはぎの町になる。都市計画やそれに準ずるものを検討しているかという

お尋ねですが、都市計画を定めることによりまして計画的な土地利用ができるというメ

リットもございますが、今後住宅ですとか店舗を新築する際に制限がかかってしまうと

いうデメリットもございます。あわせまして、大山町は広く農業振興地域に指定をされ

ておりまして、都市計画を定めることは難しいということで検討しておりません。

６点目の移住定住促進事業で新規分譲地補助の各地区進捗状況はどうかというお尋ね

ですが、現時点で新規の分譲地整備の予定はございませんが、何社かから問合せがあっ

ている状況でございます。

７点目の商業等用地造成事業の進捗のお尋ねですが、令和４年度は適当な土地の選定

が困難で事業実施に至りませんでしたが、今年度は土地の選定を含めて調査分析を委託

することといたしまして、商工業等用地選定事業の業務委託契約を７月に締結をいたし

ました。現在は商工業等の立地に係る上位関連計画の整理、概況整理を進めていただい

ているところでございます。

８点目の空き家利活用においては、空き家の現状把握、見える化が非常に重要である。

本町の現状と今後の方針はというお尋ねですけれども、現在空き家調査を実施しており

まして、上中山地区、下中山地区が終了したところであります。９月４日から逢坂地区

の調査に入っております。民間事業者への委託は費用が高額になることから考えており

ませんが、空き家情報をお持ちの地域自主組織との連携等をしていきたいというふうに

考えております。

９点目の空き家利活用において民間事業者との連携をどう考えているかというお尋ね

ですが、琴浦町では町内の民間事業者の協力によって連携が可能となっているというふ
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うに認識をしております。大山町でも御協力いただける不動産事業者があれば、ぜひ検

討していきたいというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） それでは、追加質問をさせていただこうと思います。

最後に町長の総括をいただければと思うので、考えていただきながら答弁いただける

と助かります。

１問目、まずＰＦＩ、今、所子地区で計画されているということで、１から３番まで

の質問が賃貸物件のものだったんですけども、通常の自治体であればこの１番目のＰＦ

Ｉのことをやっているということだけで十分賃貸物件の対応をしているのかなと思いま

す。非常にいい物件かと思いますし、今後期待できる内容だと思います。

今までまだ家賃等が決まっていなかったと思うんですけども、そのＰＦＩの実際のど

れぐらいの広さでどれぐらいの家賃を想定されているのか。決まっておられればお答え

ください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まだ具体的に進捗がありませんので、具体的にお示しできるものはございません。以

前の説明と現状では変わっていないというところでございます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） ＰＦＩの事業に付随して公園も設置していただいてると

いうことで、非常に明るい町になっていくんではないかと思います。大きさも３ＬＤＫ

でしたか、ということで非常に広くて、まだ家賃は決まってないということですが、ま

た新しい方がたくさん入っていただけるのではないかと思います。

こちらが町営住宅になるわけですけども、やはり民間の方にこういった賃貸のことを

やっていただきたいなと思っております。御答弁の中では空き家バンクに賃貸物件とし

てということであったんですけども、コーポやマンションといったようなもの、そうい

ったものが旧大山地区では民間の事業者さんが入っておられて実際に建っておるものあ

ります。そういったものを促進する手だてというのは考えておられませんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

過去に民間のアパートとかコーポみたいなものが促進できないかというところで、例

えば自治体によってはその家賃補助をしている自治体があるだとかいろいろあるんです
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が、中身をいろいろ詰めていきますと財源的な問題とか、あとは財源もずっと出し続け

なければいけないとかいうようなところで少し難しいのではないかなというふうに考え

て、今その宅地開発だとかそういうものに注力をしている。

あるいは民間との連携事業ということでＰＦＩのような形で町の持ち出しがなるべく

なく、民間の経営手法と建設手法、整備手法によって賃貸住宅を整備していく方法はで

きないかというところで進めております。今後も可能性は追求して、賃貸住宅が増える

ようないい制度ができないかというところは引き続き研究していきたいというふうに思

っておりますが、現段階では特に具体的なものはないというところでございます。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 中山地区の若者向け住宅も今満室ということで、一回抜

けられてまだリフォーム前ということなんですけどもずっと入っておられて、特に中山

地区そういった賃貸物件、民間でしていただけると非常にありがたいのかなと思ってお

ります。

また、３問目の南部町の委託事業、こちらは近隣の事例なんですけども非常に進んで

いて、実際のその委託事業者さんが賃料を基にしてさらにリフォームをして管理してお

られるということで、非常にこういったものっていうのは難しいのかなと思っておりま

す。ただ、今の段階でちょっとリソースも足りないかと思いますのですぐにはできない

のかなとは思っているんですけども、ぜひ取り組んでいただきたいなと思っております。

賃貸のものに関しては非常によく取り組んでいただいて、また今後の、先ほどの民間

事業者さんの賃貸物件も取り組めるようなそうした取組ぜひ期待しております。

４問目に移りまして、この４問目が私としては一番、この９問の中でこれだけやって

いただければもう私は十分というような内容になっております。答弁も非常に緻密によ

く考えていただいて、かなり難しい問題かなと思います、こちらも。今お聞きして、す

ぐに理解し切れないぐらいの内容になっているんですけども、恐らくこの排水が解決で

きれば大分所子の新規分譲地っていうのは増えていくのかなと。実際にその新規の分譲

に携わっている業者さんとお話しさせていただきましたが、この問題が非常に大きくて

旧大山地区の新規分譲地は止まりますよっていうふうにおっしゃられて、それで危機感

を覚えて今回の一般質問に上げさせていただきました。

ちょっと長く書いていただいて、検討していただきたいことなんですけど、端的にこ

ちらは解決の方向に行くのかどうなのかお答えいただいてもよろしいでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

解決の方向に向けて進めていきたいというふうに思っておりますし、例えば極端に毎

年宅地分譲が１００区画ずつできていけばそれは当然間に合わんわけですけども、今の
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開発スピードであればそれに対応した対策が取れるものというふうに考えております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） それでは５番目のものなんですけども、実際にそうした

所子地区もそうですけども、新規の分譲地ができていて道路ができるという形の今開発

の形態になっているのかなと思っております。

実際に今の大山支所の近くも非常にきれいでいろんなものが整っていて、コンパクト

シティーの見本のような状態で非常に人気のエリアになってきておりますが、道路がい

ろいろ曲がっていたりとか非常に通りにくかったり分かりにくい状態になっております。

そういった面で、民間事業者さんが新規の分譲地をする。それで道路ができると、継ぎ

はぎの町になりつつある。これは私も一般質問前もさせていただいた内容になるんです

けども、一度ほかの議員さんに対してなんですけども、都市計画やそれに準ずるものを

検討していこうと思ってますというような答弁を一度はいただいたと思うんですけども、

それに対してなかなか今の段階で明確なものを実施してるということはないとも思うん

ですけども、お考えをお聞かせいただければと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

いろいろ検討した結果、都市計画を入れるメリットよりもデメリットのほうが上回る

なということで現在検討はしておりませんが、例えば道路の整備だったりとかきれいに

区画割りをしていこうというようなところは恐らく都市計画でなくてもできるのかなと

いうふうに思ってますし、もう少し役場だけじゃなくて関係者集めたような情報共有だ

ったりとか、コミュニケーションの中である程度改善ができるところもあるかなという

ふうに思ってますので、ちょっとやり方今すぐにお示しできるものはありませんけれど

も、御懸念いただいているようなちょっと町全体の調和が取れないような何かばらばら

したような形にならないように、今後しっかり情報共有等含めて進めていきたいという

ふうに考えております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 先ほどの排水の件と併せて道路の件、こういったインフ

ラというのは行政でしかできないそうした開発かと思っておりますので、ぜひよろしく

お願いいたします。

６番目に、現在建設課のほうで移住定住促進事業、この前予算化していただいてると

いうことですが、そちらの詳しい事業内容と今のその問合せ来てるということですけど

も、もし話せることがありましたら詳細をお伝えいただければ助かります。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

問合せの詳細については担当からお答えをさせていただきますが、制度としましては

これは議会でも説明させていただいたとおりです。今まで町内全域で宅地開発をすると

上下水道の整備の補助として１区画当たり１００万円、上限０００万の補助をしてお

ったものを、開発の進み具合とあとは宅地の販売の平均価格を鑑みて、それを名和地区

では１区画当たり２００万、上限０００万、中山地区では１区画当たり３００万、上

限０００万の宅地開発のための上下水道整備の補助を出すということでさせていただ

いております。補助としては全部が全部上下水道の整備という名目じゃないかもしれま

せんが、そういう金額的なもので補助制度をしております。

これによって価格差がある。中山地区、名和地区、大山地区で民間のこの資本主義に

おいてもうかるもうからないという話でいくと、やっぱり大山地区にそういった開発が

集中しそうな部分を少しでも緩和できればいいなというふうに思っておりますが、まだ

動き出して数か月ですので、今後の広がりに期待をしていきたいと思います。

詳細は担当からお答えをいたします。

○建設課長（小倉 祥司君） 議長、建設課長。

○議長（米本 隆記君） 小倉建設課長。

○建設課長（小倉 祥司君） 問合せの詳細といたしましては、先ほど町長が申しました

制度の中身についてより具体的に教えてほしいということが主な点でございます。以上

です。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） もちろん事業の内容は知っていたんですけども、ぜひ執

行部のほうから言っていただきたかったなと思いました。

私、これを聞いたときに衝撃を受けました。中山は３００万円ということで。できれ

ば民間の方が宅地の造成をやっていただきたいということで、私ももうこれを聞いたと

きにすぐに不動産業者さん何社かに電話しまして、こんな事業があるのはすごいんじゃ

ないですかということで電話しましたところ、１区画３００万円というのは本当にすご

いですねということのいいリアクション返ってきました。ぜひ民間のほうでこういった

宅地事業が行われていくといいかと思っております。

逆に一般質問でもありますし提言をさせていただければと思うんですけども、今、宅

地造成事業特別会計とありますけども、そちらでナスパルが完売いたしました。今また

候補地を選定されておられると思うんですけども、私はこの事業はなるべくなら町がや

らないほうがいいのかなと思っております。できれば民間の方がやっていただけるので

あれば、もうそれにこしたことはないかなと。むしろナスパルというのが非常にいい団

地ではありますけども、それがあることで民業圧迫になった面というのも否めない面が
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あります。そんなに急々に候補地を探してやっていかなくても、賃貸住宅であるとかこ

ういった新規の分譲地の補助をまずやっていっていただいて、その結果を見てからまた

御検討いただければなと思っております。

７番目に関しまして、令和４年度は適当な土地がなくて、商業地の用地造成事業の件

ですが、令和４年度は適当な土地が困難であった。で実施に至らなかったということな

んですが、答弁いただいた内容で実際に令和５年度に入って用地が目星がついたという

ような答弁だったのか、ちょっと確認までお答えいただけますでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず中山地区の宅地開発に関しましては、今年度今直営の宅地開発事業で建設課が進

めております。これはナスパルタウンのような大規模なものを想定しておりませんで、

ひとまず分譲宅地が全くなくなってしまっている中山地区において分譲宅地を買って新

築をしたいというようなニーズに早急にお応えするために、宅地造成を進めて宅地を準

備しようというものです。おっしゃられるみたいに、行政があんまり整備し過ぎると民

間の投資意欲がどんどんどんどん少なくなっていくというところはありますので、補助

制度を活用しながら民間の投資意欲を喚起していきたいというふうに考えております。

それから、この商工業等用地選定事業ですけれども、土地の目星がというよりも開発

を進めたらより効果的なエリアというものを選定しながら、それを例えば農地だったら

その転用もスムーズにいくように上位計画の中にしっかりどういったところでというも

のを記載をしたりとかいうことで、整備が促進されるように今話を進めていて、具体的

にこの土地がいいからここに限定してということではなくて、ある程度そのエリアを絞

った中でどのエリアがより適切なのかというところを今絞っているというところでござ

います。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 先ほどの土地の選定に関しては、今、買物がなかなか不

自由になるんではないかという問題が上がっているんですが、そういった件と絡んでそ

の問題を解決するような事案になっているんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

スタート時点でそういった話ではなくスタートしていますので必ずしも連動したもの

ではありませんけれども、今の情勢を考慮してそういうどこにどういったものを整備し

たらいいかというところの答えの部分は多少変わってくるものというふうに考えており

ます。
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○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） それでは、８番目の今度は空き家の調査に関してですけ

ども、今の段階で調査のほうが進んでおりますということで、大体５分の１ぐらいが進

んでいるのかなと思っております。実際にこちらのほう、なかなか進み具合が悪ければ

また予算を組んでいただくのも一つの手かなと思っておりまして、琴浦町さんは実際に

こちら１年間でゼンリンさんと協力して全て全区画を終わっていて、また４段階に分け

てそういったものをランクづけすることで一番いい物件、すぐに物件化できるものって

いうのが３０％ほどあったということです。また、すぐに特定空家、危険家屋等に指定

するものというのも明確になっておりますので、そちらの２つからやっていくというこ

とで、またそういったことも分かると町としても予算というのは非常につけやすくなっ

ていくのかなと思うので、こちらももし今の計画が滞るようでしたら実際に検討いただ

きたいなと思うんですが、その辺りいかがでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

もし計画どおりにいかない部分があればいろんな方法は考えたいと思いますが、現状

としては今空き家に関係する職員が中心となって調査をしておりまして、その調査をす

ることも確かに大事なんですが、調査を委託せずに内部でやってどういった場所にどう

いうものがあるのかというところをかなり感覚的にも認識した上で次の一手を打ってい

く。そこも大事だというふうに思っています。委託して出てきたもの、成果物を見て、

それができないのかどうなのかというところはいろいろ判断分かれるところであります

けれども、今の町の考えとしては現場をしっかり知るという意味でも空き家関連の職員

を中心に調査を進めているというところでございます。今後の一手のためというところ

も御理解をいただければというふうに思っております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） では、９番目の空き家利活用で不動産業者さんとの連携

をしてはということですけども、今のところは大山町に御協力いただける不動産業者が

あれば検討したいということで、残念ながら大山町には不動産業者さんがそうしたとこ

ろがないので非常に難しい問題となっております。また、この９番目に関してはそうい

った事情もあるんですが、なかなか簡単にはいかない問題かなと思っております。

今回この質問をさせていただいたのが、ちょうど私がそうした実際に家を建てられた

方とお話しさせていただいて、その方が大山町に建てられたんですけども非常に土地取

得の件でいさかいがあったということで、大山町と琴浦町と検討されていたそうなんで

す。そのときに琴浦町さんの不動産業者と連携したそうした事業をしていっていただく
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中で非常に対応もよくて、もし不動産業者さんが入っていればこうしたいさかいになら

なかったんだろうというふうにおっしゃっておられて、実際にその方、土地の売買の交

渉の中でほとんど値段が決まっていたんですけども、実際に契約の段になって値段が向

こうが上げたいと言われたりいろんなことがあってその交渉も長引いたんですが、その

間でちょっと鬱病になってしまったというようなこともあって、それぐらい重たいこと

なのかなと思っております。

一つの事例といえば一つの事例なんですが、私自身も移住してきて土地の取得等に関

しては大きなトラブルがありました。といったところで、長期的になるかとも思うんで

すが、ぜひそういったことがないような不動産業者を入れて、そうしたスムーズな取引

ができるという選択肢をつくっていくということも考えていただきたいなと思います。

改めて御答弁いただければと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

おっしゃるとおりで、宅地とか建物を個人で売買するといろいろリスクがあったりと

か課題があったりというところは認識をしておりますが、現状といたしましてちょっと

最新の情報違ってたら申し訳ないんですが、少し前に調べたところやっぱり大山町内に

は不動産事業者がないというところが一番の大きな要因かなというふうに思ってます。

大山町内に不動産事業者が進出してくださるという話があればもうこれは大歓迎です

し、もしそれが難しければ近隣の不動産事業者へぜひ大山町内で事業の支援とかをして

いきたいというような話があれば連携はしていきたいなと思っております。

ただ、不動産事業者もいろいろその手数料が決まっていたりだとか、大山町の取引単

価が安過ぎてあんまりもうけにならないというか、どちらかというと赤字になるとかい

うような話も聞きますので、そういったところをどうやって改善していくのかというと

ころも併せて検討していきたいというふうに思っております。

○議員（３番 豊 哲也君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 豊議員。

○議員（３番 豊 哲也君） 今回、特に４番目の新規分譲地をしていく上で排水など

のインフラをしっかりと考えていただいているということでほっといたしました。また、

賃貸住宅に関してもＰＦＩやっていっていただくという形。また、空き家の調査に関し

ても順調に進んでいるということで、しっかりと明るい未来が描けるような大山町の住

宅事情というのを実際にやっていっていただいてるのかなと思っております。

最後、町長にそうした住宅施策をしっかりやっていくことで人口増というのを見込ん

でいけると思うんですが、そうしたビジョンというか、そういったものを最後お聞かせ

いただいて終わりたいと思います。

○町長（竹口 大紀君） 議長。
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○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

豊議員からは、とても前向きなお話をいただきました。特に大山町の人口政策におい

て、このハード部分の整備というのが課題になっているのは以前からお話をさせていた

だいているところでして、そういった課題感もしっかり捉えながら、また細かなエリア

においてはさらに細かい課題がどういったものがあるのかというところで提起をいただ

いて、またこれが進める原動力になるのかなというふうに思っております。

町としましても、このハード整備の部分の課題をもう少しクリアにしていくことによ

って人口の例えば移住定住希望者のニーズを満たせるような住宅供給、宅地の供給とい

うものができれば人口社会増減というものももう少しプラスに傾いていくのではないか

というふうに考えているところであって、そこが議員御指摘のボトルネックみたいなと

ころでありますから、しっかりこのボトルネック部分を広く太くしていくことによって

ハード部分の課題解決に引き続き努力をしていきたいというふうに考えております。

○議員（３番 豊 哲也君） 終わります。

○議長（米本 隆記君） これで豊哲也議員の一般質問を終わります。

○議長（米本 隆記君） ここで休憩とします。再開は３時４５分とします。

午後３時３３分休憩

午後３時４５分再開

○議長（米本 隆記君） 再開します。

次、１番、小谷英介議員。

○議員（１番 小谷 英介君） 始めます。

今日のテーマですけども、アウトドアライフ構想という構想、この構想について取り

上げたいと思います。

アウトドアライフ構想という構想を皆さんどれぐらい今知っておられますでしょうか

ということをぜひ聞いてみたいなと思うんですけども、アウトドアライフ構想というの

は議会のほうでは２０２２年の４月頃だったと思います。最初、町長や観光課のほうか

ら今後の観光戦略はこういったところですということで示されました。そのうち観光戦

略から少し対象を広げて、各課いろんな事業にひもづけるような構想として町長から説

明を受けております。

実際には、今、竹口町長いろいろなところで挨拶をされるときにも、これまでは人口

減少対策についてかなり熱弁をされてましたけども、今はこのアウトドアライフ構想に

ついてもかなりよく熱弁されているところをお見かけします。それぐらい今、竹口町長

にとっては人口減少対策とアウトドアライフ構想というのはかなり柱のものなんだろう

なというふうにお見受けします。
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一方で、ではこのアウトドアライフ構想が町民の中に今どれぐらい浸透しているのか

というところは、これはまだ私自身もはかったことはないんですけども、ただ私の周り

の町民の方々にアウトドアライフ構想って知ってますかって聞いたところ、いや、知ら

ないとか、何か名前だけは聞いたことあるとか、そういった声をたくさん今回聞きまし

た。恐らく一部のアウトドア関連事業者にとってはもう既に関わっている部分だと思い

ますけども、まだまだ浸透はしてないんじゃないかなというところで今回テーマに取り

上げさせていただいております。

今回のテーマで、私、２つの大きな切り口を用意しております。１つは、そもそもこ

のアウトドアライフ構想というものの成り立ち、つくられ方にちょっと問題があるんじ

ゃないかなというまずこれは一つの問題意識を持っております。２つ目はその中身、そ

の物自体、仮につくられ方が正当であったとしても、その中身自体が本当にいいものな

のかどうかというところについて問題意識を持っております。この２つの大きな問題意

識の中で、今回一般質問の質問をさせていただきたいと思っております。

では入ります。アウトドアライフ構想は、役場職員と町民にとって具体的かつ魅力的

なプランとなっているのか。

１つ目、策定プロセスや位置づけについて。その１、構想の成立過程について。アウ

トドアライフ構想は、いつどのようなプロセスで策定されたのか。また、このプロセス

には誰が何人程度関わったのか。２つ目、その位置づけについて。大山町の総合計画に

おいて、このアウトドアライフ構想はどのような位置づけになっているのか。３つ目、

合意形成について。町民からは、どのような方法でこの構想に対する合意や承認を得て

いるのか。これが大きな固まりのそのつくられ方のところですね。

２つ目の切り口、その構想の中身についてです。１つ目、町民への恩恵についてです。

このアウトドアライフ構想が実現した場合、町民にどのような恩恵がもたらされると考

えているのか。２つ目、既に実施した取組とその成果についてです。このアウトドアラ

イフ構想に基づいてこれまでに行われた活動やその成果について説明をお願いします。

３つ目、今後の具体的な計画についてです。この構想に基づいて今後具体的に何を計

画しており、どのような効果を見込んでいるのか。こちらについては複数の事業がある

と思われますが、財政負担が大きくなりそうなものを優先的に上げていただけるようお

願いいたします。詳細について、例えば具体名などがまだ言えない場合については言え

る範囲で御説明をお願いいたします。

最後、その他というところです。これはかなり具体的な各論の話にはなりますけれど

も、今後ＤＭＯ、観光地域づくり法人のことですけれども、今、大山町ではその設立に

向けて観光課が中心になって今動いておりますが、このＤＭＯが今後つくる戦略との関

係性についてです。今後もしＤＭＯが実際につくられて、様々なデータや知見を基に大

山町の観光戦略をまとめていった結果、現在のアウトドアを前面に押し出す戦略を採用

しない可能性もあるかと思います。この場合、アウトドアライフ構想とそれからＤＭＯ
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がいいと思われる戦略とどちらを優先するのかという、ここの整理についてどのように

考えているのかをお聞かせください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口大紀町長。

○町長（竹口 大紀君） 小谷議員の一般質問にお答えをいたします。

アウトドアライフ構想について大きく３点。その中にいろいろと御質問をいただいて

おりますので、順番にお答えをいたします。

まず、構想の成立過程について御説明をいたします。

アウトドアライフ構想の策定までの経過といたしましては、平成３０年に観光施策の

軸の検討、テーマの検討をいたしました。これは大山開山１３００年祭を控えて、後の

観光行政に取り組んでいく上で力を入れて取り組むべき方向性、観光戦略のテーマ「大

山の環境に配慮し、大山の資源を活かしたアクティビティが楽しめる持続可能な観光地

域づくり」というものを設定したところであります。

その後、令和元年から２年におきまして、第２期ひと・くらし・しごと創生総合戦略

への位置づけを行ってきたところであります。中身としましては、地方創生総合戦略に

おきまして観光戦略のテーマに沿う観光施策、インバウンドの推進事業としてアウトド

アや自然、歴史、文化に触れるアクティビティーを充実させ、年中楽しめる体験型観光

のメニューを町内全域で展開できるよう周遊拠点の整備や機能強化、事業者育成やスタ

ートアップの支援、事業者間の連携強化等を図りますということで位置づけをしてきた

ところですし、注目度が高いフォトロゲイニングやサイクリング、アウトドアアクティ

ビティーは豊かな自然や伝統文化、歴史といった農村環境の体感のみならず健康づくり、

防災、教育にも寄与する取組であって、さらなる活用を進めていくというようなところ

を位置づけました。さらには、海外に住んでいた経験のある人材を積極的に受け入れ、

外国人目線による大山ブランドの発信や商品開発などインバウンドへの展開も推進しま

すということで位置づけ事業を実施してきているところでございます。

そして、令和３年にはそれらを基にして大山町の観光戦略というものを策定いたしま

した。これは観光戦略のテーマに地方創生推進交付金事業を中心とした令和６年度まで

の事業計画を加えまして、大山町観光戦略として調製をしたものでございます。その後

それらを観光の政策のみならず様々な分野に及ぶ大山町全体の様々な施策の方向性、味

つけという意味で大山町アウトドアライフ構想の検討、策定というものを令和４年に行

っております。これは繰り返しになるかもしれませんが、大山町観光戦略で取り組む事

業の方向性というものが大山の恵みを生かすという点で様々な分野の課題解決につなが

る可能性があるものとしてアウトドアを切り口とする取組の方向性を示す構想を検討、

策定したものでございます。

また、アウトドアライフ構想の策定に関してお尋ねをいただいておりますが、直接的

には２０名程度、各課の代表者、間接的には全職員、これは調査や内容確認等で関わっ
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て策定をしておりまして、プロセスはこれから述べるとおりですが、まず令和４年の３

月にアウトドア事業に関する調査を実施しております。これは各課に対してアウトドア

関連事業の取組状況、展望及び提案の調査をしております。翌４月には、全員協議会で

説明をさせていただいたところであります。その後、５月に大山町アウトドアライフ構

想（案）に係る意見交換会を各課で選任された課の代表者を招集して構想の方向性等の

確認を行ってきております。またその翌週に大山町アウトドアライフ構想（案）の内容

の確認ということで、意見交換会での意見を反映して修正した構想（案）の内容を確認

しております。その後、同じ月に全員協議会で説明をさせていただきました。その後、

５月２７日に大山町アウトドアライフ構想策定ということで、翌６月１日に定例記者会

見で発表したところでございます。

それから、位置づけのお尋ねがありました。これは大山町総合計画の実現に向けまし

て、各個別計画ですとか事業等に関して大山町の豊かな自然環境と大山の恵みを受けた

暮らしをキーワードとする取組を分野横断的に連携しながらアウトドア活用の視点を持

って推進するための方向性を示すビジョンマップ、いわゆる事業目標であります。

合意形成のお尋ねもありましたが、これは大山町の総合計画における取組を推進する

ものでありまして認識の共有を図るビジョンマップという位置づけでありますので、直

接的に町民に対する本構想への意見聴取等は行っておりません。

２点目の町民への恩恵についてのお尋ねです。

これは大山町の財産であります豊かな自然環境の保護と活用によりまして、持続可能

な地域の実現を図ることによって様々な地域課題の解決につながって、住みよい町、郷

土愛を感じるふるさとの創生につながるものというふうに考えております。

また、既に実施した取組とその成果のお尋ねがございました。既に実施した取組に関

しては、アドベンチャーツーリズムの推進ですとかレンタサイクルシステムの構築検証

といったものが上げられます。成果としては、レンタサイクルのシステム構築において

は４拠点で利用者数３４８人、これが令和５年度の有料実証で事業運営を目指して現在

動いているところであります。

また、交流人口の増加による消費額の増加も上げられます。

さらに、実施している取組として海の観光拠点整備ですとか淀江インターチェンジの

跡地活用事業というものが上げられます。これはまだ今年度にも事業が継続となってお

りますが、今後の観光入り込み客数の増加と地域の活性化が図られるものと考えており

ますし、それが成果であるというふうに思っております。

また、その他の波及効果としましては、アウトドアライフ構想を掲げてから民間事業

者によるアウトドア、自然活用への事業意欲ですとか地域自主組織のアウトドアに関連

するイベントの開催など大山町の特色を生かした事業が広がってきております。

次に、今後の具体的な計画のお尋ねにお答えをしますが、今後の具体的な計画としま

して様々ありますが、まずエコな移動等による脱炭素ということで、脱炭素社会を推進
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していく上でもアウトドアライフ構想を掲げて様々な事業に取り組むことが大切ではな

いかなというふうに考えておりますし、それらにひもづいた事業としましては家庭用発

電設備等導入推進補助金、分散型エネルギー供給構造の構築及び地球温暖化対策として

実施をする補助金事業等が上げられます。これは直接的にはアウトドアライフ構想、ア

ウトドアというところではありませんけれども、アウトドアライフ構想から派生する脱

炭素社会、エコな活動、移動等による地球温暖化対策等として実施をしていくものであ

りますし、またサイクルトレイン、サイクルバスの導入検討というものも現在進めてお

ります。これは中身としましてはサイクリストや日常生活への利用可能性をＪＲですと

か県に働きかけおりまして、また近日中に実証等も行われる予定になっております。

それから、アドベンチャーツーリズムの商品化ということで様々な取組をしておりま

すが、まずは今年度、アウトドア事業創業支援、アウトドアアクティビティー造成支援

ということで補助制度を創設しまして、事業者のスタートアップ支援とアウトドア事業

の展開による地域活性化を図ってまいりました。

また、議会からも提案がございましたが、森林セラピーの活用ができないかというこ

とで視察を行って事業検討を進めております。今後は現在のまとめとしましては、視察

によって森林活用を希望する事業者がまず存在することが必要ではないかというふうに

考えておりまして、特に宿泊事業者が中心になろうかというふうに思いますが、そうい

った事業者との連携ができるような例えば補助制度等を検討していきたいというふうに

考えております。

また、アウトドアライフ構想の推進によるクオリティー・オブ・ライフの向上という

ことで、この地域に住んでいくことがこのアウトドアの環境を体感して生活の質の向上

につなげていこうということで様々考えております。一例を御紹介しますと、例えば本

年度プレ大会、来年度本大会が行われますねんりんピックの自転車のサイクリングのレ

ガシーコースの活用というものも検討していきたいというふうに考えております。これ

はねんりんピックを機会にコース設定をしておりますが、そういったコースの走行会で

すとか、あとは自転車が走りやすい環境づくりというものも進めていきたいというふう

に考えておりますし、あとは自転車に乗るばかりではなくて例えばスポーツ自転車のメ

ンテナンスに意識をもうちょっと向けてもらおうとかというようなところで、サイクル

スポーツの裾野を広げていきたいというふうに考えております。

また、健康づくりの面で言いますと健康年齢の延伸ということで、自転車を活用して

健康づくりのイベントができないかというところも検討しております。これは健康にも

役立つ自転車での健康づくりを提案するイベントの開催などを一例として考えておりま

す。

最後にその他ということでお尋ねをいただいておりますが、ＤＭＯとの兼ね合いの関

係です。

観光振興に関しましては、人口減少に伴う域内消費の減少ですとか生産年齢人口の減
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少によります地域経済の衰退に対して、観光を一つの手段として域外から交流、関係人

口の創出を図って地域の稼ぐ力を引き出して地域経済の活性化を図ろうという経済施策

の一つであるというふうに認識をしております。

現在、大山町におきましてはＤＭＯ設立に向けて大山町の現状の把握、設立後の戦略

ですとかアクションプランについて検討を進めているところであります。そのアクショ

ンプランにおきまして、観光戦略の５つのテーマ、土台となる自然環境、自然・歴史・

職の磨き上げ、多様なアクティビティーの提供、持続可能な仕組み、地域全体を活用す

る観光というものを継承しつつ、観光庁のＤＭＯ登録制度ガイドラインを踏まえて具体

的かつ誘客効果が期待できるものとなるもので検討しております。

ＤＭＯに期待される機能の一つといたしましては、観光まちづくりの観点から社会経

済の変化に即応して戦略等を随時修正していくことがあります。その中で、既存の観光

戦略とのそごが生じた場合は必要に応じて観光戦略の改定を行っていくことは大事なこ

とであると考えております。

一方で、アウトドアライフ構想は総合計画の基本理念を実現するためのビジョンマッ

プ、構想でありますので観光分野に限ったものではなくて、これは観光戦略と競合する

ものではないというふうに考えております。観光戦略を見直して修正していく必要があ

る場合にも、どちらが優先になるというものではないというふうに考えております。

以上で答弁とさせていただきます。（「ちょっと長いな」と呼ぶ者あり）

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） ちょっと後ろのほうから長いなとやじが聞こえてきまし

たけども、でもそれだけ町長としては思いのある政策なんだろうなということで改めて

思いましたけども、ちょっとこちらも真剣に指摘をしていきたいなというふうに思って

おります。

私、やっぱり気になるのが、今回そのつくり方、構想のつくられ方の話と構想の中身

の話を分けて質問しましたけども、実はこの２つはかなり密接に関わっているものだと

思っております。つまり構想のつくられ方が例えば町長の恣意的なもの、かなり独りよ

がりなもの、思いつきなものであればその中身も当然そういったものになっていくでし

ょうし、かなりそこは関連するものであると思っております。

今回、説明を一通りいただきました。まず私が問いたいのは、このビジョンマップと

いう言葉が今出てきました。すごいある意味抜け道だなというふうに思いましたけども、

要は総合計画、町には総合計画というものがあって、それは今後の目指す姿、基本構想

と基本計画とそれから実施計画という三本立てで、今、大山町においては、今もうこれ

２０１１年のときに義務化が義務じゃなくなって、それぞれのまちで決めたければ決め

ていいよという形になったんですけども、今、大山町においてはこれはやはり総合計画

をしっかり決めていこうと。それぞれ町長が替われば方向性が大きく変わるということ
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がならないように、町長の恣意的な方針に引きずられないように長期的にまちづくりを

していこうということで、大山町総合計画条例というものが定められております。それ

はやはりその総合計画をつくるに当たっては、当然その条例の中にも語られてますけど

も、しっかり町民が参画するようにというように書かれてます。

私は、かなり今回のこのアウトドアライフ構想の中身の話の前にまずつくられ方が問

題あるのじゃないかというふうに申し上げましたけども、今そのつくられ方を見るとや

はり町民が関与しておりません。町長はその点についてどのように説明されるのかなと

興味深く聞いていたんですけども、それはビジョンマップだから必要ないんですという、

私からするとトリックだなというふうに思うんですけども、そういった説明をいただき

ました。

もしかしたらこれがビジョンマップだからいい、ビジョンマップでは駄目だというと

ころについてはこの場で結論が出る話ではないのかもしれませんけども、私やっぱり気

になるのが、いろいろなところで竹口町長がアウトドアライフ構想をやっていきますと

いうふうに言われるわけです。予算作成のときにも、アウトドアライフ構想実現のため

にこれをやりますという予算が出てくるわけです。そのときに、じゃそのアウトドアラ

イフ構想って一体中身何なんですか、あるいはその中身が本当に町民が求めているもの

なんですかというところは当然大事になるわけなんですけども、ビジョンマップだから

という理由で今町民の意思が反映されてないわけです。

私、その代表的なものの一つ、表れだな思うのがサイクリングだと私は思ってます。

町長、よくサイクリングで健康増進とか、あとはこの前説明いただいたのはサイクルト

レインで町民の免許返納された方が電車に自転車持って乗って病院に通院されるとかそ

んなこと言われてましたけど、私は正直正気かなと思いましたね。町民がそんなこと求

めてますかね。すごく今説明を聞いても、これまでやった事業、これからやる事業はサ

イクリング。結構存在感ありますけども、誰が求めてるんですか、サイクリングって。

本来であれば総合計画などの、あるいは総合計画に関連する個別計画でもいいと思い

ます。そのときにおいても、しっかり検討委員、町民を巻き込んでつくっていくという

プロセスがあるから少なからず反映されるものなのに、今回ビジョンマップだからとい

う理由でそのステップが省かれている。結果的に町民がそんなに求めてないものまで主

要施策になっているというこの状況につながっているんじゃないかなと、私はすごく問

題視しています。この私の今の問題視をしているということについて、町長、説明をい

ただけますか。これは全然問題じゃないんだという説明をお願いできますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

小谷議員の持論をいただいたわけですが、決して問題ではなくて町民みんなで決めた

大山町総合戦略をどういうふうに効果的、効率的、有効に進めていくかというところで、
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満遍なく全部の書いてあることをやるというのはこれはなかなか難しいというところで、

やっぱりその中でも特徴的に行っていくものをある程度執行する上では決めていかなけ

れば、これは組織は動かないというふうに思っております。そのための事業目標であり

ビジョンマップであるということで、これは組織の内部の目標としてしっかり掲げるも

のでありますし、行う事業としてはこれは町民皆さんで決めていただいた総合計画に基

づいたものであるというふうに考えております。

また、サイクリングの話がありました。サイクリングはこれはアウトドアライフ構想

に基づいて出てきたものではなくて、自転車活用の推進計画で進めているものでありま

す。これは大山町がどうとかという話ではなくて、国を挙げて自転車活用をやっていこ

うと。そのための可能性を各地域で探っていきましょうということで、これは役場の内

部だけではなくて関係機関、関係者をかなり広く集めて定期的に意見交換も重ねて計画

をつくって、またその計画の進捗も図る会議も開いて、これは構想のような、ビジョン

マップということではなくて自転車活用の推進計画ということでしっかりした計画の下、

きちんとそのＰＤＣＡも回しながら行っているところでありますのでここは直接的には

結びついてきませんけれども、関連的にはアウトドア、アクティビティーですから関連

してくるというような位置づけでございます。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） 今、町民の納得感というところにも影響が大きいんじゃ

ないかということを私は懸念をしているわけなんですけど、もう一つは職員の納得感と

いうのがこれで本当に生まれるのかという疑念を持っています。

今日、１発目の一般質問で杉谷議員が職員のやる気のことをテーマにされてましたけ

ども、本当に職員のやる気、職員の能力を引き出す、そういったことって本当に求めら

れていると思うんですけども、このアウトドアライフ構想を職員一丸となってやってい

こうという今風土は本当に醸成されてるんでしょうか。ビジョンマップというちょっと

私、すみません、不勉強で初めて聞いた言葉なんですけども、これは総合計画との関連

としてはビジョンマップなのでという説明で職員納得してるんでしょうか。この納得感

について、町長の認識を教えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

納得感というところで言えばそれぞれなんでしょうけれども、関係する課を集めて様

々意見交換をしながらつくり上げてきたところでありますし、もともとのスタートは観

光の課の中でのいろいろ議論、意見交換の中から生まれてきたものかもしれませんけれ

ども、これを観光のみならずいろんな領域に広げていくというようなコンセンサスもそ

の各課の代表を集めた意見交換の会議の中でも取ってきたところでありますし、そうい
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ったものを経てアウトドアライフ構想というものを策定してきたところでございます。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） 例えばアウトドアライフ構想を本当に進めたかったとし

て、やり方としてビジョンマップというちょっとトリッキーなやり方ではなくて例えば

総合計画をつくり直すとか、あるいは地方創生の総合戦略をつくり直すとか、あるいは

総合計画に関連した個別計画として正式に位置づけるとかそういったこと、つまり本来

そうしたほうがよいと思われる根拠のある行政運営という視点で、本来すべきと思われ

るプロセスは踏まなかったのはどうしてなんですか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

根拠のあるというところですが、例えば大山町の総合計画やそれに基づく各種計画と

か各種施策の推進というところは引き続き行っておりますし、大山町の特徴的な事業を

どういうふうに執行していくかという面においてはこれは執行機関の考えだと思います

ので、どういう部分を特に重点的に先に進めていくのかというところで生み出されたも

のでありますから、これは大山町の総合計画のような最上位計画のようなものではなく

て、あくまでも事業目標だということで御理解をいただければというふうに思います。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） その最上位の事業計画でなくても、総合戦略に関連する

個別計画としてしっかりつくることはできたはずです。例えば今回海の拠点の構想とい

うことでつくられてますけど、同じようなプロセスを取ることだってできたはずです。

そう取らなかった理由は何ですか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

これは今小谷議員が言われた職員の納得感どうするんですかという話、機運が醸成さ

れてますかという話と同じ話になってくると思いますが、何か新しいものを計画として

動かしていく、つくっていくというときに、やっぱり唐突感があるっていうのはすごく

計画としてもなかなか動かない。組織を動かすというのは非常に大変なもので、計画を

つくったからといってなかなか動くものではないというところでありますが、アウトド

アライフ構想というのはそういった大山町総合計画に基づいた各種政策を進めていく上

での推進力となる新たな方向性を示すビジョンマップとして、新たな試みとして行って

おります。これによって意識づけ、方向づけが徐々になされていくものというふうに考

えておりますし、そうなるように努力をしているところでありますが、その先に派生す
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る各種事業として計画が必要なものは計画を定めて、必要であれば町民の皆さんとも意

見交換をしながらコンセンサスを得てやっていく事業もあるでしょうし、そうではなく

て議会の皆さんとの議論で進めていくものもあると思っています。それは各種事業の中

身によるところだというふうに思っておりますけれども、そういった事業が唐突感なく

できるようにするためのある意味方向づけのための新たな手法だというふうに考えてお

りますので、また今後の推移をぜひ見守っていただければというふうに考えております。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） 中身のほうの話にも入っていきたいんですけども、改め

て御説明をお願いしたいんですけれども、アウトドアライフ構想、町民にとって何がう

れしい構想なんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

先ほどもお答えをしたとおりでありますが、それらは簡単に言いますと町民の皆さん

で計画をした大山町総合計画が一歩でも前に進んでいくものというふうに考えておりま

す。それが町民にとっての恩恵ではないかなというふうに思います。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） ちょっとその町民が例えばこの構想が進んでいった先に

どういった姿、どういった具体的にうれしさがあるのかというのが今の説明だと見えて

こないんですけれども、具体的なちょっとお話もお伺いしたいんですけども、では町民

がうれしいというか町民にとって恩恵を生むために、今進められているもので特にこれ

はという代表的なものを再度上げていただけますか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

様々取組をしておりますので、具体的には先ほど最初にお答えをしたとおりでありま

すが、各種事業が町民の皆さんにとって恩恵のあるものだというふうに思っております。

その上で、町民がもっと具体的にこのアウトドアライフ構想を進めていったらどうい

うふうなうれしさがあるのかといったところは、これは大山町の総合計画の中のビジョ

ンマップという位置づけですから、大山町総合計画の達成後の姿と一致するものという

ふうに考えております。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） 例えば具体的に健康増進というキーワードが出てきまし
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たけども、アウトドアライフ構想に関連する健康増進事業というのはどのようなことを

考えられているんでしょうか。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

最初の答弁でお答えしたとおりで現在様々な検討を行っているところでありますので、

これから大山町の自然環境を生かした健康づくり等を行っていきたいというふうに思っ

ております。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） 構想の成り立ちの部分に問題があるんじゃないかという

ことは一つ申し上げましたけども、仮にこれが問題がなかったとしても、今このアウト

ドアライフ構想というものの中身がやはり冒頭に申し上げましたけども町民にとってま

だまだ浸透していない状況にあると思っています。この町民に浸透できていない理由に

ついて、町長、今、あるいは町長としては浸透を今してると思われているのか、この辺

りの認識を教えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

昨年アウトドアライフ構想を策定しまして１年少々ということで、実際新年度の予算

で新たな取組もいろいろ出てきまして、それを今、今年度半年ぐらいの中で執行できて

いるものもあればまだできてないものもあります。そういう状況ですのでなかなかまだ

浸透度合いというものは高くないというふうに思っておりますが、これは今の事業を様

々な分野で継続していくことによってアウトドアライフ構想、構想自体の認知にもつな

がると思いますし、アウトドアライフ構想を実現した後の住民のメリット感にもつなが

っていくものというふうに思っていますので、もう少し時間はかかると思いますが引き

続きこういった構想によって様々な事業が行われているというところは町民の皆さんに

もお伝えをしていきたいというふうに思っております。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） アウトドアライフ構想をこれから本気で進めていかれる

のであれば、やはり町民の人たち、町民が何を求めているのか、どんなアウトドアライ

フ構想を今後思い描くのかというところはやはり欠かせないと思うんですよね。今、ア

ウトドアライフ構想の中で存在感を出しているのが自転車である限りは、なかなか町民

のメリット感とか町民がぜひ取り組もうというところはなかなか見いだしにくいんじゃ

ないかなと正直思います。もちろん観光という面で一定のユーザーがいて、一定のニー
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ズがあるという意味で自転車が全く無意味だとは申しません。ただ、町民を巻き込んだ

アウトドアライフ構想という意味でいうと、もっとできることあるんじゃないかなと思

います。

例えば、自転車ってやっぱり町民の皆さんがふだんから使われているもの、使われて

いる方もいらっしゃると思うんですけど、やはり自転車ではなくて自動車の社会ですし

ね。それであれば、本当に町民がふだんからアウトドアというジャンルで親しんでいる

ものとか大事にしているものとかあると思うんですよね。もしかしたらそれは釣りかも

しれませんし、もしかしたらスポーツというよりはもう少し広い意味で米作りとかそう

いったものかもしれないですよね。そういったものをもっと若い世代に教えたいなって

思われてる方がその技術を伝承していくとか、もしかしたらそういうふうに範囲を広げ

ていけることでより町民にとって実現したい未来というものが思い描けるんじゃないか

なというふうに思っています。

町民を巻き込んでいくということについて、今後の予定を教えてください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

まず繰り返しになりますが、アウトドアライフ構想の目玉事業はサイクリングという

ことではなくて、サイクリングの推進というのはこれは自転車活用計画に基づいて行っ

ているものであって、アウトドアライフ構想があるからサイクリングが目玉事業でやっ

てるということではございません。それはそれで切り離しながら、多少関連しますので

アウトドアライフ構想の一部ぐらいに思っていただけたらというふうに思いますが、小

谷議員の提案されるみたいな釣りだとか、それから一次産業もかなりアウトドアライフ

に関係するんじゃないかとかいろんな発想があるわけです。この構想の対象となる領域

を広げていくことで、山から海までの豊かな自然環境を生かした生活をする。そういう

ライフスタイルを町民の大山町に住むメリットとして、恩恵として感じていただけるよ

うなそういう環境づくりができないかということで、アウトドアライフ構想ということ

を進めております。

いずれにしましても全く総合計画に書いてないようなことをやるということではなく

て、総合計画に書いてあるものの中からどういうような特に力を入れて進めていく部分

があるんだろうかという議論の中から立ち上がったものでありますから、今後もしっか

り進めていきながら、アウトドアライフ構想が町民にとってよかったなと言ってもらえ

るような取組になるように努力をしていきたいというふうに思っております。

○議員（１番 小谷 英介君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 小谷議員。

○議員（１番 小谷 英介君） 最後に指摘といいますか問いたいのが、町長の町政の運

営の中で計画というものをどのように捉えられているのかなというところを最後申し上
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げたいんですけども、私が最初に議員になりたての頃に、一番最初に質問したのも計画

ですね。地方創生総合戦略、内容が雑なんじゃないかというような内容を申し上げまし

た。町長は、そのときの主な要点としてはこれは国からの交付金を得るための計画なの

でとか、あるいは前任者、前回つくられた方が雑だったのでこれはもうしようがないん

ですというようなことで、ある意味形式的にあえて形骸的なものとして計画を取り扱わ

れている印象を受けました。

一方で、本来計画をつくらないといけないような今回のようなアウトドアライフ構想

と本来自分がやりたいことについては様々な町民の声を取り入れることなく、今回ビジ

ョンマップという一つテクニックを使って自分自身のやりたいことを構想としてまとめ

て推進していくということが、私としては竹口町長のトップダウンあるいはワンマンの

ようなスタイルをすごく象徴するようなやり方だなというふうに印象を持ったんですけ

ども、最後に町長、この竹口町長の町政運営と、その上で計画というものをどのように

考えられているのかということについて考えをお聞かせください。

○町長（竹口 大紀君） 議長。

○議長（米本 隆記君） 竹口町長。

○町長（竹口 大紀君） お答えします。

３分少々ですので収まるようにお話をしたいと思いますが、まずこのアウトドアライ

フ構想にしましても様々な職員の意見交換の中で出てきているものでありますし、特に

今までこの一般質問の中で御説明をさせていただいたとおりで、別に私がどうしても進

めたい事業だから独断的にやっているということではなくて、大山町総合計画をより効

率的、効果的に進めていくためにどういうような手法があるのかというところで様々な、

一番最初の元は観光かもしれませんが、観光の中の議論から出てきた全庁的に範囲を広

げても適応できるようなテーマというものを見つけ出して、それを一つの推進力にして

いるというところで、今までも説明をしておりますが、これは個人的に竹口がやりたい

からというような話ではなくて、組織としてそういったものを決定してきたところであ

ります。

計画に関しましては、確かに国から計画の作成を求められてつくるものがあって、そ

れがないと補助金が出ないとか交付金がないとかいうようものもございます。そういっ

たものは仕方ないという部分がありますが、つくらなければいけないというような感覚

でありますし、これは全国的にもそれが問題視されてまして、国のほうでも計画の数を

減らすようなことはできないかという要望を地方公共団体から受け取られているような

状況でもありますので、今後分かりませんが、今どんどん増えつつある計画づくりみた

いなものが町としてはなるべく減らせないかということで考えております。

計画づくりというのは非常に労力かかりますし、それに職員の労力を割いてやってい

く上で計画数がどんどん増えますと、それを管理したりまた確認をしたりということで

非常に本来やらなければいけないものプラスアルファその計画の管理等の業務が出てき
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ますので、減らせるものはなるべく減らしていきたいというような考えであります。

ただ、一方でしっかり例えば自転車の活用の推進計画の例がこのたびの一般質問では

たくさん出ましたが、そういった関係者を巻き込んで進捗を確認しながら全体の調和を

図っていくようなもの、計画をつくることによってそういう事業が推進されるものに関

してはしっかり計画をつくる必要があるというふうに思っておりますし、それは全ての

事業に関して計画が必要、不要という話ではなくて、それぞれの事業とか計画の中身に

応じてつくるつくらない、あるいはどこまでつくり込むのかといったところが変わって

くるものだというふうに思います。

今後も職員の負担感も併せて関係する人たちがしっかり町政に協力をしてもらえるよ

うな体制ができる計画づくりですとか方向性、しっかり示していきたいというふうに考

えております。

○議員（１番 小谷 英介君） 終わります。ありがとうございます。

○議長（米本 隆記君） これで小谷英介議員の一般質問を終わります。

本日の一般質問は以上で終了し、残りました５人の議員の一般質問は明日９月１５日

に引き続き行います。定刻９時３０分までに本議場に集合してください。

・ ・

○議長（米本 隆記君） 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。

午後４時３５分散会
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